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人
物
の
年
齢
や
服
装
、
表
情
な
ど
、
一
人
一
人
に

変
化
が
あ
り
、
と
て
も
丁
寧
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。

左
上
か
ら
左
下
へ
時
計
回
り
で
ぐ
る
り
と
回
っ
て
い

る
人
物
が
、
画
面
端
で
そ
れ
ぞ
れ
切
れ
て
い
る
こ
と

に
よ
り
、
列
が
長
く
続
い
て
い
る
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ

さ
せ
ま
す
。
構
成
力
と
描
画
力
の
と
も
に
優
れ
た
ポ

ス
タ
ー
で
す
。

（
雑
誌
「
選
挙
」
平
成
18
年
12
月
号
か
ら
転
載
）
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保
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工
芸
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等
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校
３
年
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レ
ナ
ー
ド
・
バ
ー
ン
ス
タ
イ
ン
は
ア
メ

リ
カ
の
指
揮
者
で
、「
ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ド
・

ス
ト
ー
リ
ー
」「
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
ド
」
な
ど

の
作
曲
家
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
言
葉
、
実
は
バ
ー
ン
ス
タ
イ
ン
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ル
ー
ト

ヴ
ィ
ヒ
・
ヴ
ァ
ン
・
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の

交
響
曲
第
九
番
「
合
唱
付
」
第
四
楽
章
の

歌
詞
に
使
わ
れ
た
、
ド
イ
ツ
の
詩
人
、
フ

リ
ー
ド
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ラ
ー
に
よ
る

詩
「
歓
喜
に
寄
す
」
を
、
バ
ー
ン
ス
タ
イ

ン
が
演
奏
に
際
し
て
一
部
修
正
し
た
も
の

で
、
こ
の
意
味
で
今
回
の
名
言
は
シ
ラ
ー
、

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
、
バ
ー
ン
ス
タ
イ
ン
三

名
の
合
作
と
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

一
九
八
九
年
十
二
月
二
五
日
、「
ベ
ル

リ
ン
の
壁
」
崩
壊
直
後
の
ベ
ル
リ
ン
で
行

わ
れ
た
「
第
九
」
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
バ

イ
エ
ル
ン
放
送
交
響
楽
団
を
中
心
に
、
東

西
ド
イ
ツ
と
ベ
ル
リ
ン
を
分
割
管
理
し
た

ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ソ

連
各
国
か
ら
も
演
奏
家
が
参
加
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
。
そ
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の
第

四
楽
章
合
唱
部
冒
頭
で
、
も
と
の
歌
詞
で

は
「
歓
喜
（F

reu
d
e

）
よ
、
美
し
い
神
々

の
き
ら
め
き
よ
」
と
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ

を
、
バ
ー
ン
ス
タ
イ
ン
は
「
自
由

（F
reih
eit

）
よ
、
美
し
い
神
々
の
き
ら
め

き
よ
」
と
歌
わ
せ
た
の
で
す
。

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
界
で
は
、
翌
春
の

「
プ
ラ
ハ
の
春
」
音
楽
祭
の
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
・
コ
ン
サ
ー
ト
に
お
い
て
、
一
九
四
六

年
に
行
わ
れ
た
第
一
回
当
時
の
チ
ェ
コ
・

フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
首
席
指
揮

者
で
、
そ
の
後
チ
ェ
コ
・
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア

の
共
産
化
に
反
対
し
て
亡
命
し
て
い
た
ラ

フ
ァ
エ
ル
・
ク
ー
ベ
リ
ッ
ク
が
四
十
余
年

ぶ
り
に
登
場
、「
わ
が
祖
国
」（
ス
メ
タ
ナ

作
曲
）
を
指
揮
す
る
と
い
う
感
動
的
な
シ

ー
ン
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

年
末
年
始
に
「
第
九
」
を
聴
き
な
が
ら
、

私
た
ち
の
生
活
の
根
本
を
支
え
て
い
る
自

由
の
尊
さ
を
再
認
識
さ
れ
る
の
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

レナード・バーンスタイン
1918年生、1990年没

自由よ、
美しい神々のきらめきよ
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で
は
、
自
分
の
一

票
を
適
合
さ
せ
る
も

の
は
何
か
。
も
ち
ろ

ん
、
選
ぶ
べ
き
政
党

や
政
治
家
、
わ
け
て

も
彼
ら
の
掲
げ
る
政

策
に
ほ
か
な
ら
な

い
。
ボ
ー
ト
マ
ッ
チ

と
は
、「
選
挙
の
投
票
に
際
し
て
、
有
権
者
自
身
が

自
分
の
意
見
や
考
え
と
政
党
お
よ
び
候
補
者
の
政
策

や
公
約
と
を
対
比
し
、
自
分
と
似
合
い
の
も
の
を
見

つ
け
る
た
め
の
仕
組
み
」
に
相
当
す
る
。

パ
ソ
コ
ン
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
な
じ
み
が
な
い

と
若
干
理
解
し
が
た
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
仕
組
み

と
し
て
の
ボ
ー
ト
マ
ッ
チ
は
、
概
略
以
下
の
よ
う
な

手
順
だ
。

ま
ず
、

自
身
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
通
じ
ボ
ー
ト
マ
ッ
チ
を
主
催
す
る
サ
イ
ト
に
ア

ク
セ
ス
す
る
。
次
い
で
、
サ
イ
ト
の
ペ
ー
ジ
に
掲
げ

ら
れ
た
複
数
の
政
策
や
争
点
に
関
す
る
賛
否
ア
ン
ケ

ボ
ー
ト
マ
ッ
チ
と
は
何
か

ボ
ー
ト
マ
ッ
チ
は
、
英
語
の
「
ボ
ー
ト
」
と
「
マ

ッ
チ
」
の
合
成
語
だ
。「
ボ
ー
ト
＝v

ote

」
は
「
投

票
」、
私
た
ち
が
選
挙
で
投
じ
る
一
票
を
意
味
す
る
。

「
マ
ッ
チ
＝m

atch

」
に
は
、
タ
イ
ト
ル
マ
ッ
チ
と

い
う
言
葉
か
ら
連
想
さ
れ
る
よ
う
に
、
相
手
（
敵
手
）

と
相
手
と
を
取
り
組
ま
せ
対
抗
さ
せ
る
と
い
う
意
味

も
あ
る
が
、
ボ
ー
ト
マ
ッ
チ
に
関
し
て
は
「
マ
ッ
チ

ン
グ
」、
す
な
わ
ち
「
適
合
さ
せ
る
」
と
か
「
似
合

い
の
も
の
を
見
つ
け
る
」
と
い
う
訳
語
が
ふ
さ
わ
し

い
。

ボートマッチ 
今年7月の参議院議員通常選挙では、「ボートマッチ」という耳慣れない言葉が

耳目を集めました。選挙で争点となっている政策に関する複数の設問にインター
ネットを使って答えることで、有権者が自分の考えに「マッチ」する政党を知り、
自分の「ボート」に役立ててもらおうというもので、20年ほど前にヨーロッパで
生まれました。日本でも数年前から研究が行われていましたが、この参議院選挙
では三つのボートマッチが登場しました。ゲーム感覚で政党や候補者の主張を知
り、自分の考えを確認することができるというボートマッチ。考える有権者づく
り、投票参加の促進のツールとなりうるのでしょうか。
今回は国内におけるボートマッチの試みについて紹介します。

埼
玉
大
学
教
授
　

松
本
正
生

「
ボ
ー
ト
マ
ッ
チ
」
と
は
何
か

●プロフィール

まつもとまさお

埼玉大学経済学部教授、政治学博
士。昭和30年生まれ。埼玉大学助
教授を経て平成12年より現職。専
攻は、政治意識論、世論調査研究。
日本世論調査会顧問、さいたま市
明るい選挙推進協議会会長。主著
に、『政治意識図説』（中公新書）、
『世論調査のゆくえ』（中央公論新
社）など。
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ー
ト
に
回
答
す
る
。
最
後
に
、
自
分
の
回
答
と
政
党

側
の
政
策
ス
タ
ン
ス
と
の
適
合
度
が
計
算
さ
れ
、
政

党
ご
と
の
一
致
率
と
し
て
表
示
さ
れ
る
（
詳
し
い
説

明
は
、
拙
文
に
続
く
三
氏
の
文
章
を
参
照
さ
れ
た

い
）。ボ

ー
ト
マ
ッ
チ
の
意
義

「
政
策
に
よ
る
選
択
」
は
選
挙
の
大
義
名
分
。
た
だ
、

わ
れ
わ
れ
は
と
も
す
れ
ば
、
イ
メ
ー
ジ
や
好
き
嫌
い

の
感
情
を
優
先
し
て
政
党
や
政
治
家
を
選
び
が
ち

だ
。
政
策
を
基
準
と
し
た
選
択
を
可
能
に
す
る
た
め

に
は
、
何
は
と
も
あ
れ
「
政
党
や
候
補
者
の
政
策
や

主
張
を
知
る
」
こ
と
、
そ
し
て
「
理
解
を
深
め
る
」

こ
と
が
肝
要
だ
ろ
う
。

ボ
ー
ト
マ
ッ
チ
の
目
的
は
、
第
一
に
、
有
権
者

が
自
ら
の
考
え
と
各
政
党
･
候
補
者
の
そ
れ
と
を
比

較
す
る
こ
と
で
、
選
挙
の
争
点
と
な
っ
て
い
る
政
策

へ
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
投
票
の
参
考
材
料

に
も
な
り
う
る
と
い
う
こ
と
だ
。
日
本
の
選
挙
と
い

え
ば
、
残
念
な
が
ら
「
低
投
票
率
」
が
通
り
相
場
。

と
り
わ
け
、
若
年
層
に
つ
い
て
は
、
若
干
改
善
の
兆

し
が
見
受
け
ら
れ
る
と
は
い
え
、
中
高
年
層
と
の
間

に
は
相
変
わ
ら
ず
大
き
な
差
が
存
在
す
る
。
一
方
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
情
報
収
集
す
る
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
は
、
若
い
世
代
を
中
心
に
広
く
定
着

し
つ
つ
あ
る
。

ボ
ー
ト
マ
ッ
チ
の
目
的
の
第
二
は
、
若
年
層
に
身

近
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
彼
ら

若
者
の
政
治
参
加
の
誘
因
に
な
り
う
る
と
い
う
点
、

さ
ら
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
も
つ
双
方
向
性
と
い

う
特
徴
が
政
治
教
育
の
ツ
ー
ル
と
し
て
も
有
用
で
あ

る
と
い
う
点
だ
。

ボ
ー
ト
マ
ッ
チ
の
起
源

ボ
ー
ト
マ
ッ
チ
の
発
祥
の
地
は
オ
ラ
ン
ダ
で
、
同

国
で
は
「
ス
テ
ム
バ
イ
ザ
ー
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

中
立
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
政
治
教
育
セ
ン
タ
ー
（
ア
ム
ス
テ

ル
ダ
ム
）」
が
有
権
者
の
政
治
へ
の
関
心
を
高
め
る

た
め
に
開
発
し
、
一
九
八
九
年
に
紹
介
し
た
。
注
目

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
や
は
り
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
版
が
登
場
し
た
九
八
年
の
総
選
挙
か
ら
だ
。
そ

の
後
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
と
と
も
に
広
く
一

般
化
し
、
二
〇
〇
二
年
、
〇
三
年
の
総
選
挙
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
二
〇
〇
万
人
以
上
が
ア
ク
セ
ス
し
た
と
い

う
。最

も
積
極
的
に
ボ
ー
ト
マ
ッ
チ
を
活
用
し
て
い
る

の
が
ド
イ
ツ
だ
。「
バ
ー
ル
・
オ
・
マ
ー
ト
」
と
呼

ば
れ
る
同
国
の
ボ
ー
ト
マ
ッ
チ
は
、
実
施
主
体
の

「
連
邦
政
治
教
育
セ
ン
タ
ー
（
ボ
ン
）」
が
各
メ
デ
ィ

ア
と
連
携
し
、
公
共
テ
レ
ビ
Ｚ
Ｄ
Ｆ
や
「
シ
ュ
ピ
ー

ゲ
ル
」
誌
な
ど
主
要
メ
デ
ィ
ア
が
自
社
の
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
上
で
展
開
し
て
い
る
。
〇
五
年
の
連
邦
議
会

（
下
院
）
選
挙
で
は
な
ん
と
五
一
〇
万
人
が
利
用
し
、

〇
二
年
の
導
入
以
降
の
延
べ
数
は
す
で
に
一
千
万
人

を
超
え
る
と
い
う
。
こ
の
ほ
か
ベ
ル
ギ
ー
や
ス
イ
ス
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
な
ど
で
も
導
入
さ
れ
、

あ
る
い
は
準
備
が
進
ん
で
い
る
。

な
お
、
本
家
本
元
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
ボ
ー

ト
マ
ッ
チ
の
も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
多
く
の
学
校
で

若
い
世
代
の
政
治
教
育
の
た
め
に
使
用
さ
れ
て
い
る

点
だ
ろ
う
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
ボ
ー
ト
マ
ッ
チ

事
情
に
つ
い
て
は
、「
日
本
版
ボ
ー
ト
マ
ッ
チ
開
発

ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
詳

し
い
）。

日
本
に
お
け
る
ボ
ー
ト
マ
ッ
チ

今
回
の
参
院
選
で
は
三
種
類
の
ボ
ー
ト
マ
ッ
チ
が

展
開
さ
れ
た
。
本
誌
掲
載
順
に
、
①
毎
日
新
聞
社
に

よ
る
「
毎
日
ボ
ー
ト
マ
ッ
チ
（
え
ら
ぼ
ー
と
）」、
②

静
岡
大
学
の
佐
藤
哲
也
氏
に
よ
る
「
投
票
エ
ー
ジ
ェ

ン
ト
」、
③
香
川
大
学
の
堤
英
敬
氏
や
東
京
大
学
の

上
神
貴
佳
氏
に
よ
る
「
投
票
ぴ
っ
た
ん
２
０
０
７
」

で
あ
る
。

異
な
る
主
体
に
よ
る
ボ
ー
ト
マ
ッ
チ
が
併
存
し
て

い
る
こ
と
こ
そ
が
、
日
本
に
お
け
る
ボ
ー
ト
マ
ッ
チ
、

い
わ
ば
「
日
本
版
ボ
ー
ト
マ
ッ
チ
」
の
特
性
だ
。
な

ぜ
か
。

ま
ず
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ボ
ー
ト
マ
ッ
チ
は
、
Ｎ
Ｇ

Ｏ
や
公
的
機
関
な
ど
単
一
の
主
体
が
各
政
党
の
公
約

（
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
）
を
分
析
し
政
党
ご
と
の
立
場
を

ま
と
め
て
サ
イ
ト
を
運
営
す
る
。
日
本
の
場
合
、
新

聞
社
、
研
究
者
グ
ル
ー
プ
、
研
究
者
個
人
な
ど
、
複

数
の
民
間
主
体
が
そ
れ
ぞ
れ
独
自
に
提
供
し
て
い

る
。次

に
、
よ
り
大
き
な
問
題
と
し
て
、
ボ
ー
ト
マ
ッ

チ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
、
つ
ま
り
、
マ
ッ
チ
ン
グ
に
使
用

す
る
「
公
約
・
政
策
」
の
相
違
が
存
在
す
る
。
ヨ
ー
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ロ
ッ
パ
で
は
、
公
約
と
い
え
ば
各
政
党
が
正
式
に
公

表
し
た
「
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
」
以
外
に
は
あ
り
得
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
日
本
で
は
、
言
葉
と
し
て
の
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
は
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
は
い

え
、
中
味
に
つ
い
て
は
非
常
に
あ
い
ま
い
で
、
政
党

に
よ
る
対
応
も
ま
ち
ま
ち
だ
。

実
際
今
回
の
参
院
選
に
お
け
る
各
党
の
公
約
も
、

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
と
は
名
ば
か
り
で
、
あ
れ
も
こ
れ
も

と
盛
り
込
ん
だ
総
花
的
な
も
の
、
あ
る
い
は
ま
た
、

政
策
と
し
て
の
一
貫
性
や
継
続
性
に
欠
け
た
そ
の
場

限
り
の
も
の
が
見
受
け
ら
れ
た
。
そ
も
そ
も
公
約
自

体
が
、
選
挙
の
直
前
ぎ
り
ぎ
り
に
な
ら
な
け
れ
ば
公

表
さ
れ
な
い
。
し
か
も
、
党
の
政
策
と
相
反
す
る
よ

う
な
公
約
を
掲
げ
る
候
補
者
す
ら
散
見
さ
れ
、
政
党

と
し
て
の
ま
と
ま
り
に
や
や
欠
け
る
。

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
取
り
扱
い
、
言
い
換
え
れ
ば
、

政
党
の
政
策
ス
タ
ン
ス
の
判
定
基
準
に
何
を
使
う
べ

き
か
、
ど
の
ボ
ー
ト
マ
ッ
チ
も
こ
の
問
題
へ
の
対
応

に
は
苦
慮
し
た
こ
と
だ
ろ
う
。
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
用

い
た
の
は
「
投
票
ぴ
っ
た
ん
２
０
０
７
」
の
み
で
、

「
毎
日
ボ
ー
ト
マ
ッ
チ
（
え
ら
ぼ
ー
と
）」
と
「
投
票

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
実
施
し
た
「
候
補

者
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
結
果
を
使
用
し
て
い
る
。

筆
者
は
、「
毎
日
ボ
ー
ト
マ
ッ
チ（
え
ら
ぼ
ー
と
）」

に
、
片
山
善
博
慶
応
大
教
授
（
前
鳥
取
県
知
事
）、

曽
根
泰
教
慶
応
大
教
授
（
二
一
世
紀
臨
調
主
査
）
と

と
も
に
外
部
の
監
修
委
員
と
し
て
関
わ
る
機
会
を
得

た
。
毎
日
方
式
は
、
候
補
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
使
用
す

る
こ
と
で
、
政
党
と
候
補
者
の
双
方
を
比
較
で
き
、

政
党
の
体
質
や
特
性
の
評
価
も
可
能
と
な
っ
た
。

ボ
ー
ト
マ
ッ
チ
に
は
「
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
･
バ
ー
ジ

ョ
ン
」
と
「
候
補
者
ア
ン
ケ
ー
ト
･
バ
ー
ジ
ョ
ン
」

の
双
方
あ
っ
た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
の

が
、
監
修
委
員
三
人
の
総
括
後
の
共
有
認
識
で
も
あ

る
（
詳
し
く
は
、『
毎
日
新
聞
』
〇
七
･
七
･
四
付

朝
刊
お
よ
び
八
･
一
一
付
朝
刊
の
「
監
修
委
員
座
談

会
」
記
事
を
参
照
さ
れ
た
い
）。

ボ
ー
ト
マ
ッ
チ
の
課
題
と
可
能
性

ボ
ー
ト
マ
ッ
チ
が
日
本
で
本
格
的
に
展
開
さ
れ
る

の
は
初
め
て
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
大
き
な
反
響

を
呼
ん
だ
。
ア
ク
セ
ス
数
も
、「
毎
日
ボ
ー
ト
マ
ッ

チ
（
え
ら
ぼ
ー
と
）」
は
二
〇
、
三
〇
代
の
若
年
層

を
中
心
に
約
四
〇
万
人
、「
投
票
ぴ
っ
た
ん
２
０
０

７
」
も
二
五
万
人
に
の
ぼ
っ
た
。
ま
じ
め
な
仕
組
み

を
作
れ
ば
積
極
的
に
反
応
し
て
く
れ
る
人
が
、
こ
れ

だ
け
多
く
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
た
の
は
何
よ
り
だ

っ
た
。

た
だ
、
ド
イ
ツ
の
五
〇
〇
万
人
や
オ
ラ
ン
ダ
の
二

〇
〇
万
人
に
比
べ
れ
ば
、
人
口
規
模
か
ら
し
て
は
る

か
に
及
ば
な
い
し
、
若
い
世
代
が
多
い
と
い
っ
て
も
、

も
と
も
と
政
治
に
関
心
の
高
い
人
た
ち
で
あ
っ
て
、

政
治
に
関
心
の
な
い
層
を
つ
か
ま
え
る
ま
で
に
は
い

か
な
か
っ
た
。

と
り
わ
け
、
携
帯
電
話
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

ア
ク
セ
ス
す
る
「
ケ
ー
タ
イ
派
」
に
ボ
ー
ト
マ
ッ
チ

の
存
在
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
大
き
な
壁
が

立
ち
は
だ
か
っ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

加
え
て
、
こ
こ
の
と
こ
ろ
の
国
政
選
挙
は
、
首
相

へ
の
支
持
・
不
支
持
や
単
一
争
点
へ
の
賛
・
否
と
い

っ
た
単
純
明
快
な
選
択
と
し
て
展
開
さ
れ
、
イ
ベ
ン

ト
選
挙
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
ボ
ー
ト
マ
ッ
チ
が

提
供
す
る
政
策
の
メ
ニ
ュ
ー
が
、
有
権
者
の
判
断
材

料
と
し
て
、
ど
れ
だ
け
の
貢
献
を
成
し
う
る
の
か
と

問
わ
れ
る
と
、
い
さ
さ
か
心
許
な
い
と
こ
ろ
が
あ
ろ

う
。し

か
し
な
が
ら
、
今
や
す
べ
て
の
政
党
が
、
そ
し

て
、
ほ
と
ん
ど
の
政
治
家
が
独
自
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
ブ
ロ
グ
を
保
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な

よ
う
に
、
選
挙
過
程
に
お
い
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は

急
速
に
浸
透
し
つ
つ
あ
る
。「
ネ
ッ
ト
選
挙
運
動
」

の
解
禁
も
近
い
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
次
回
以

降
の
継
続
的
な
運
営
を
通
じ
て
ボ
ー
ト
マ
ッ
チ
が
選

挙
環
境
の
不
可
欠
な
ツ
ー
ル
と
な
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
。

学
校
教
育
の
現
場
で
取
り
入
れ
ら
れ
模
擬
投
票
な

ど
で
活
用
さ
れ
る
と
、
さ
ら
な
る
発
展
を
期
待
で
き

よ
う
。

今
回
の
「
毎
日
ボ
ー
ト
マ
ッ
チ
（
え
ら
ぼ
ー
と
）」

に
寄
せ
ら
れ
た
感
想
に
は
、
今
ま
で
自
分
の
思
い
込

み
や
イ
メ
ー
ジ
を
優
先
し
て
い
た
こ
と
の
反
省
や
、

政
治
や
政
治
家
の
責
任
に
し
て
き
た
こ
と
が
実
は
自

分
の
責
任
で
も
あ
っ
た
こ
と
に
気
が
つ
い
た
と
い
う

よ
う
な
内
容
が
数
多
く
存
在
し
た
。
ま
さ
に
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
の
双
方
向
性
が
ボ
ー
ト
マ
ッ
チ
で
生
き
た

事
例
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
イ
ベ
ン
ト
的
な
盛
り
上
が

り
だ
け
が
選
挙
で
は
な
い
の
だ
。
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毎
日
新
聞
　

福
田
昌
史

毎
日
ボ
ー
ト
マ
ッ
チ（
え
ら
ぼ
ー
と
）

毎
日
新
聞
は
、
平
成
一
九
年
七
月
の
参
院
選
で
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
政
党
や
立
候
補
者
の
考

え
方
と
自
分
の
考
え
を
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
る
サ

ー
ビ
ス
「
毎
日
ボ
ー
ト
マ
ッ
チ（
え
ら
ぼ
ー
と
）」
を

自
社
の
ニ
ュ
ー
ス
サ
イ
ト
と
携
帯
サ
イ
ト
上
で
展
開

し
た
。
こ
の
企
画
の
ね
ら
い
は
、
政
治
へ
の
関
心
が

低
い
層
、
特
に
若

い
人
た
ち
の
選
挙

へ
の
関
心
を
高

め
、
選
挙
の
争

点
を
知
っ
て
も
ら

い
、
政
策
を
基
準

に
投
票
先
を
選

ん
で
も
ら
う
こ
と

に
あ
る
。

結
果
と
し
て
利
用
者
は

四
〇
万
人
を
超
え
、「
参
考

に
な
っ
た
」
な
ど
評
価
す

る
声
が
数
多
く
上
が
り
、

大
き
な
反
響
が
あ
っ
た
。

以
下
で
は
本
サ
ー
ビ
ス

の
内
容
や
、
利
用
状
況
、
利
用
者
の
反
応
や
効
果
を

紹
介
し
、
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
も
触
れ
る
。

立
候
補
者
ア
ン
ケ
ー
ト
が
ベ
ー
ス

毎
日
新
聞
は
、
総
選
挙
の
際
に
立
候
補
者
を
対
象

と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
選
挙
の
争
点
へ
の

考
え
方
を
聞
い
て
い
る
。「
え
ら
ぼ
ー
と
」
は
、
ネ

ッ
ト
上
で
こ
の
候
補
者
ア
ン
ケ
ー
ト
と
ま
っ
た
く
同

じ
質
問
に
答
え
る
こ
と
で
、
自
分
の
回
答
と
政
党
候

補
者
の
考
え
を
比
較
で
き
る
仕
掛
け
だ
。

「
憲
法
の
改
正
に
賛
成
か
」
な
ど
、
二
十
一
の
質
問

に
答
え
る
と
、
自
分
と
政
党
お
よ
び
候
補
者
の
考
え

方
が
ど
れ
だ
け
近
い
か
を
数
値
で
表
し
た
「
一
致
度
」

が
棒
グ
ラ
フ
で
表
示
さ
れ
る
。
こ
れ
が
「
え
ら
ぼ
ー

と
」
の
中
心
と
な
る
機
能
で
あ
る
。
同
時
に
、
一
致

度
が
ど
の
よ
う
に
計

算
さ
れ
る
か
を
、
政

党
別
の
回
答
集
計
と

併
せ
て
別
画
面
で
確

認
で
き
る
よ
う
に

し
、
算
出
の
透
明
度

を
高
め
た
。

そ
し
て
、
利
用
者

が
特
に
重
要
と
考
え

る
質
問
項
目
に
は

「
重
要
度
」
を
設
定

し
、
一
致
度
算
出
へ
の
影
響
度
に
差
を
つ
け
る
こ
と

も
で
き
る
。
重
要
と
設
定
さ
れ
た
質
問
の
影
響
度
は
、

設
定
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
二
倍
と
な
る
よ
う
に
し

た
。さ

ら
に
、
各
質
問
に
は
「
ミ
ニ
解
説
」
と
呼
ば
れ

る
解
説
欄
も
設
け
、
普
段
ニ
ュ
ー
ス
か
ら
遠
ざ
か
っ

て
い
る
層
に
と
っ
て
も
親
し
み
や
す
い
作
り
と
な
っ

て
い
る
。

以
上
の
機
能
に
加
え
、
個
々
の
立
候
補
者
の
各
質

問
へ
の
回
答
内
容
を
す
べ
て
公
開
し
、
一
覧
で
き
る

よ
う
に
し
た
。
そ
の
う
え
候
補
者
の
経
歴
な
ど
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
ペ
ー
ジ
へ
の
リ
ン
ク
も
作
り
、
関
連

情
報
に
も
容
易
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
な
シ
ス
テ

ム
を
構
築
し
た
。

「
え
ら
ぼ
ー
と
」
の
質
問
内
容
は
、
▽
格
差
社
会
▽

ふ
る
さ
と
納
税
▽
憲
法
問
題
▽
靖
国
神
社
参
拝
▽
核

武
装
▽
道
徳
教
育
▽
ゆ
と
り
教
育
▽
消
費
税
率
引
き

上
げ
▽
年
金
問
題
▽
地
球
温
暖
化
▽
政
治
と
カ
ネ
▽

公
務
員
制
度
改
革
▽
地
方
分
権
―
―
と
、
参
院
選
の

スタート画面

結果画面（一致度）

●プロフィール

ふくだまさふみ

毎日新聞東京本社世論
調査室。昭和46年生ま
れ。平成8年毎日新聞
に入社し、平成17年よ
り現職。世論調査の設
計や集計、分析などに
携わる。
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主
要
な
争
点
か
ら
構
成
さ
れ
、
回
答
を

見
比
べ
る
こ
と
で
政
党
間
の
考
え
方
の

違
い
が
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
質
問
内
容
は
、
政
治
部
の

選
挙
分
析
班
が
ま
と
め
た
が
、「
第
三

者
の
目
」
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に
「
監

修
委
員
会
」
を
設
け
、
設
問
の
公
平
性

な
ど
が
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
た
。
監
修
委
員

に
は
、
片
山
善
博
・
慶
応
大
学
教
授

（
前
鳥
取
県
知
事
）、
曽
根
泰
教
・
慶
応
大
学
教
授
、

松
本
正
生
・
埼
玉
大
学
教
授
の
三
名
に
就
任
し
て
い

た
だ
い
た
。

四
〇
万
人
が
利
用

「
え
ら
ぼ
ー
と
」
は
、
公
示
一
週
間
前
の
七
月
六
日

に
ス
タ
ー
ト
し
、
投
開
票
日
の
二
九
日
ま
で
の
二
四

日
間
で
、
延
べ
三
七
万
人
か
ら
の
利
用
が
あ
っ
た
。

こ
れ
に
三
〇
日
以
降
の
利
用
を
合
わ
せ
る
と
、
四
〇

万
人
を
超
え
る
参
加
が
あ
っ
た
。
利
用
者
の
プ
ロ
フ

ィ
ー
ル
を
見
る
と
、
男
女
別
で
は
男
性
が
七
〇
％
と

多
く
、
年
齢
で
は
▽
一
〇
代
以
下
四
％
▽
二
〇
代
三

〇
％
▽
三
〇
代
三
四
％
▽
四
〇
代
一
五
％
▽
五
〇
代

七
％
▽
六
〇
代
二
％
▽
七
〇
代
以
上
一
％
―
―
と
、

三
〇
代
以
下
が
約
七
割
を
占
め
る
。
携
帯
電
話
か
ら

の
利
用
は
、
全
体
の
約
五
％
に
と
ど
ま
り
、
利
用
の

ほ
と
ん
ど
は
パ
ソ
コ
ン
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
と
な
っ
た
。

ア
ク
セ
ス
元
は
、
ヤ
フ
ー
な
ど
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
が
多
い
。
ブ
ロ
グ
な
ど
の
個
人
ペ
ー
ジ
か
ら
の
ア

ク
セ
ス
も
目
立
ち
、
ネ
ッ
ト
上
の
〝
口
コ
ミ
〞
か
ら

利
用
が
波
及
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
他
、「
雑

誌
を
見
て
」「
ラ
ジ
オ
で
知
っ
た
」
と
い
う
声
も
あ

り
、様
々
な
き
っ
か
け
か
ら
利
用
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

ま
た
、
茨
城
県
の
中
学
校
で
は
、
三
年
生
の
「
選

択
社
会
」
の
授
業
の
題
材
と
な
っ
た
。「
大
学
で
課

題
と
し
て
出
た
」
と
い
う
報
告
も
あ
り
、
利
用
は
教

育
現
場
に
も
広
が
っ
た
。

八
割
「
参
考
に
な
っ
た
」

利
用
後
、
任
意
に
回
答
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、

約
一
万
九
千
人
か
ら
協
力
を
得
た
。
ボ
ー
ト
マ
ッ
チ

が
「
投
票
先
を
考
え
る
参
考
に
な
っ
た
」
と
い
う
人

は
七
九
％
に
達
し
、
大
き
な
効
果
を
上
げ
た
こ
と
が

分
か
る
。
意
識
の
変
化
に
関
し
て
六
つ
の
項
目
そ
れ

ぞ
れ
に
当
て
は
ま
る
か
ど
う
か
答
え
て
も
ら
っ
た
と

こ
ろ
、
数
字
が
高
い
順
に
、

◇
争
点
や
政
治
課
題
を
よ
く
考
え
る
こ
と

が
で
き
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五
％

◇
選
挙
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
　
　
　
　
　
六
八
％

◇
自
分
と
政
党
候
補
者
の
考
え
方
の
違
い
が

分
か
っ
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
四
％

◇
投
票
が
楽
し
み
に
な
っ
た
　
　
　
　
　
　
六
二
％

◇
政
党
候
補
者
間
の
違
い
が
分
か
る
よ
う

に
な
っ
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
四
％

◇
特
に
意
識
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
　
　
　
　
三
四
％

と
い
う
回
答
だ
っ
た
。

自
由
記
述
の
感
想
欄
か
ら
も
「
え
ら
ぼ
ー
と
」
の

効
果
が
う
か
が
え
る
。

「
こ
れ
ま
で
の
選
挙
で
は
イ
メ
ー
ジ
先
行
で
投
票
し

て
い
た
」
と
振
り
返
る
三
〇
代
男
性
は
、
ボ
ー
ト
マ

ッ
チ
の
利
用
に
よ
っ
て
「
政
党
の
考
え
を
初
め
て
比

較
で
き
た
。
大
切
な
一
票
は
、
自
分
の
考
え
と
近
い

政
党
に
投
票
し
た
い
」
と
感
想
を
残
し
た
。

「
メ
デ
ィ
ア
か
ら
の
受
け
身
の
情
報
で
は
な
く
、
質

問
に
答
え
る
こ
と
で
自
分
の
考
え
が
明
ら
か
に
な

り
、
政
党
と
の
考
え
方
の
違
い
が
分
か
っ
た
」（
二

〇
代
女
性
）
と
い
う
効
果
も
、
多
く
の
感
想
か
ら
見

て
と
れ
た
。

ま
た
、「
年
金
問
題
の
こ
と
ば
か
り
が
頭
の
中
に

あ
っ
た
が
、
忘
れ
て
し
ま
い
が
ち
な
課
題
が
分
か
っ

た
」
と
の
声
も
あ
り
、
様
々
な
争
点
を
再
認
識
す
る

た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
も
役
立
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

そ
の
他
、「
誘
導
的
・
偏
っ
て
い
る
」
と
の
批
判

的
な
意
見
も
寄
せ
ら
れ
た
が
、
少
数
に
と
ど
ま
っ
た
。

利
用
者
ア
ッ
プ
が
課
題

利
用
者
か
ら
の
感
想
の
中
に
は
「
も
っ
と
宣
伝
し

な
い
と
気
づ
か
な
い
」
と
い
う
意
見
も
あ
り
、
Ｐ
Ｒ

の
方
法
に
は
課
題
が
残
っ
た
。

利
用
形
態
で
は
携
帯
ユ
ー
ザ
ー
、
性
別
で
は
女
性

か
ら
の
利
用
を
伸
ば
す
こ
と
も
課
題
だ
。
多
く
の
人

が
気
軽
に
参
加
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
作
り
や
、
Ｐ

Ｒ
の
工
夫
が
不
可
欠
と
な
る
。

今
回
は
四
〇
万
人
と
い
う
、
初
回
と
し
て
は
多
数

の
利
用
が
あ
り
、
大
き
な
手
応
え
を
得
た
。
し
か
し

ボ
ー
ト
マ
ッ
チ
を
知
ら
な
い
人
の
中
に
、「
こ
の
よ

う
な
仕
組
み
が
あ
っ
た
ら
使
い
た
い
」
と
い
う
よ
う

な
潜
在
的
な
需
要
が
大
き
く
存
在
す
る
は
ず
だ
。

次
回
の
選
挙
で
は
、
よ
り
多
く
の
利
用
に
つ
な
が

る
よ
う
、
一
層
親
し
み
や
す
く
、
分
か
り
や
す
く
、

信
頼
性
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
に
進
化
さ
せ
た
い
。

質問
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ボートマッチ 

は
じ
め
に

投
票
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
は
平
成
一
三
年
の
参
院
選
を

初
回
に
、
有
権
者
へ
の
選
挙
関
連
情
報
の
提
供
に
関

す
る
社
会
実
験
と
し
て
、
研
究
の
一
環
と
し
て
行
っ

て
い
る
。
今
年
の
平
成
一
九
年
参
院
選
で
は
、
内
部

でX
M
L

＊

を
利
用
し
た
候
補
者
・
政
党
の
公
約
情
報

の
検
索
シ
ス
テ
ム
、
お
よ
び
予
測
市
場
と
呼
ば
れ
る

世
論
計
測
の
た
め
のw

eb

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
あ

わ
せ
、sangi.in

（http://sangi.in/

）
と
い
う
サ
イ

ト
と
し
て
公
開
し
た
。

実
は
、
平
成
一
三
年
に
は
じ
め
て
実
験
を
行
っ
た

時
に
は
、
こ
の
実
験
が
公
職
選
挙
法
に
抵
触
す
る
可

能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
あ
る
い
は
候
補
者
を

含
む
多
方
面

か
ら
の
ク
レ

ー
ム
が
上
が

る
の
で
は
な

い
か
と
い
っ

た
危
惧
を
も

ち
な
が
ら
サ
イ
ト
の
公
開
を
行
っ
た
思
い
出
が
あ

る
。
そ
の
こ
ろ
を
振
り
返
る
と
、
今
回
の
よ
う
に
特

集
が
組
ま
れ
る
ほ
ど
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
政
治
的
利

用
が
一
般
化
し
た
こ
と
に
時
代
の
変
化
を
感
じ
る
。

投
票
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト

投
票
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
に
関
す
る
研
究
を
進
め
て
い

く
中
で
の
究
極
の
目
的
は
、
文
字
ど
お
り
有
権
者
の

政
治
的
な
代
理
人
た
り
う
る
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

構
築
で
あ
る
。
国
民
の
安
定
し
た
政
治
参
加
が
優
れ

た
民
主
主
義
の
条
件
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
投
票
を
容

易
に
す
る
た
め
の
取
り
組
み
は
重
要
な
課
題
で
あ

る
。
多
忙
な
際
に
自
分
の
投
票
行
動
を
代
替
し
て
く

れ
る
人
工
知
能
が
開
発
さ
れ
れ
ば
棄
権
す
る
必
要
も

な
い
。
そ
も
そ
も
人
間
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
は
収
集

で
き
る
情
報
量
と
処
理
特
性
に
お
い
て
大
き
な
違
い

が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
長
所
を
生
か
し
た
政
治
的
な

意
思
決
定
が
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
人
間
の
代
わ

り
に
政
治
的
判
断
を
さ
せ
る
こ
と
に
対
し
て
、
生
理

的
な
拒
否
が
生
じ
る
の
は
人
間
の
性
で
は
あ
る
と
思

う
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
世
界
で
は
、
過
去
の
履

歴
を
含
む
ユ
ー
ザ
特
性
か
ら
の
推
薦
（
レ
コ
メ
ン
デ

ー
シ
ョ
ン
）
技
術
は
急
速
な
普
及
を
み
せ
て
お
り
、

例
え
ば
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
検
索
シ
ス
テ
ム
で
は
、

検
索
者
の
関
心
を
推
定
し
て
、
適
切
な
検
索
結
果
を

出
す
技
術
が
一
般
化
し
て
い
る
。
そ
れ
と
有
権
者
の

政
治
的
な
関
心
や
望
む
政
策
を
推
定
す
る
技
術
は
あ

ま
り
遠
い
話
と
は
い
え
な
い
。
む
し
ろ
こ
れ
ら
の
推

薦
（
レ
コ
メ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
）
技
術
が
政
治
的
に
活

用
さ
れ
た
場
合
の
メ
リ
ッ
ト
や
問
題
点
に
つ
い
て
、

オ
ー
プ
ン
に
議
論
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

政
治
的
な
意
思
決
定
支
援
の
あ
り
方

投
票
行
動
を
支
援
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
が
持
つ

べ
き
機
能
に
つ
い
て
は
容
易
に
決
め
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
そ
も
そ
も
、
有
権
者
は
候
補
者
の
ど
の
よ
う
な

点
に
着
目
し
て
投
票
す
る
か
は
有
権
者
の
自
由
だ
か

ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
今
回
投
票
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
を
含

静
岡
大
学
准
教
授
　

佐
藤
哲
也

投
票
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト

●プロフィール

さとうてつや

静岡大学情報学部准教授。
昭和47年生まれ。東京工業
大学大学院卒、民間企業研
究員、東京工業大学助手を
経て現職。専門は社会情報
学、政治参加論。
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私たちの広場297号／組_責  07.12.20  0:08 PM  ジ9



10

め
た
複
数
の
投
票
支
援
シ
ス
テ
ム
が
政
策
に
基
づ
く

支
援
を
行
っ
て
い
る
の
は
、
興
味
深
い
。
一
般
に
政

策
に
基
づ
く
情
報
が
不
足
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て

い
る
事
を
示
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
だ
が
、
本
来
は

こ
の
点
も
議
論
が
必
要
で
あ
る
。
仮
に
政
策
に
基
づ

く
政
治
が
本
来
の
あ
り
方
だ
と
す
れ
ば
そ
れ
は
間
接

性
の
否
定
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。
例
え
ば
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
直
接
決
定
へ
の
国
民
的
参
加
が

も
っ
と
議
論
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
と
も
い
え
る
。

さ
て
、
政
策
に
基
づ
く
支
援
を
行
う
場
合
に
問
題

に
な
る
の
は
、
政
策
争
点
の
抽
出
で
あ
る
。
も
ち
ろ

ん
、
そ
れ
自
身
が
極
め
て
現
実
的
な
政
治
的
な
駆
け

引
き
の
道
具
で
あ
り
、
社
会
的
合
意
を
得
ら
れ
る
直

接
的
な
基
準
を
作
成
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
投

票
支
援
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
当
た
り
、
私
の
考
え
る

研
究
上
の
最
大
の
論
点
は
、
こ
の
争
点
を
特
定
す
る

技
術
で
あ
る
。

こ
の
課
題
の
解
決
に
当
た
り
、
投
票
エ
ー
ジ
ェ
ン

ト
で
は
、
手
続
き
的
な
正
統
性
を
持
つ
方
法
の
開
発

を
目
指
し
て
い
る
。
具
体
的
に
私
の
開
発
し
た
方
法

は
、
争
点
や
政
策
課
題
に
関
す
る
ま
と
ま
っ
た
内
容

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
、
選
挙
前
一
定
期
間
内
の
大
手

日
刊
五
紙
の
社
説
に
つ
い
て
自
然
言
語
処
理
を
行

い
、
そ
の
結
果
か
ら
機
械
的
に
争
点
を
特
定
す
る
手

法
で
あ
る
。
具
体
的
に
今
回
の
参
議
院
選
で
行
っ
た

作
業
に
つ
い
て
い
え
ば
、
過
去
半
年
間
（
平
成
一
八

年
一
〇
月
〜
一
九
年
五
月
末
）
ま
で
の
期
間
の
、
大

手
全
国
紙
五
紙
の
社
説
記
事
（
一
六
八
七
記
事
）
を

利
用
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
記
事
で
利
用
さ
れ
て

い
る
単
語
を
カ
ウ
ン
ト
し
、
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
と
呼

ば
れ
る
手
法
に
よ
っ
て
、
一
定
の
ま
と
ま
り
を
持
っ

た
記
事
群
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
う
ち
、
記

事
群
中
最
も
中
心
に
近
い
代
表
的
な
社
説
に
注
目

し
、
そ
の
記
事
が
扱
う
政
策
課
題
な
ど
か
ら
、
選
挙

の
争
点
と
な
る
べ
き
事
柄
を
特
定
す
る
。
結
果
と
し

て
、
今
回
は
一
六
の
争
点
が
抽
出
さ
れ
た
。

こ
の
機
械
的
な
手
法
は
、
社
説
デ
ー
タ
を
入
手
す

る
こ
と
で
、
誰
で
も
ほ
ぼ
同
一
の
結
果
を
得
る
こ
と

が
出
来
る
。
そ
の
た
め
、
特
定
の
争
点
操
作
が
行
わ

れ
た
争
点
で
な
い
こ
と
が
確
認
で
き
る
、
変
動
す
る

社
会
環
境
に
応
じ
た
争
点
が
決
定
さ
れ
る
な
ど
の
特

徴
を
持
つ
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
争
点
決
定
方
法
は
事

前
に
公
開
さ
れ
て
い
る
た
め
、
手
法
の
改
良
な
ど
の

科
学
的
議
論
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
長
所
も
あ
る
。

こ
れ
は
、
政
治
的
な
意
思
決
定
で
あ
る
争
点
決
定

に
お
い
て
、
機
械
的
な
手
続
き
的
正
統
性
の
メ
カ
ニ

ズ
ム
を
導
入
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
も
ち
ろ
ん

こ
の
方
法
が
最
も
優
れ
て
い
る
保
証
も
な
い
。
し
か

し
、
今
後
情
報
化
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
進
展
に
伴

い
、
政
治
的
な
意
思
決
定
支
援
の
必
要
性
は
高
く
な

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
様
々
な
具

体
的
方
法
が
提
案
さ
れ
、
よ
り
よ
い
方
式
の
実
現
に

向
け
た
研
究
が
進
む
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
選
挙
の
今
後

公
職
選
挙
法
の
解
釈
に
基
づ
い
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
使
っ
た
選
挙
運
動
が
事
実
上
禁
止
さ
れ
て
い
る

現
状
は
あ
ま
り
に
保
守
的
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
候

補
者
がw

eb

サ
イ
ト
で
主
張
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て

は
積
極
的
に
認
め
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
に
関

連
し
て
、
政
党
や
候
補
者
に
関
す
る
情
報
を
計
算
機

が
処
理
で
き
る
形
で
提
供
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。

具
体
的
に
は
何
ら
か
の
標
準
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
定
義

し
、
そ
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
基
づ
い
た
情
報
提
供
を

候
補
者
に
課
す
よ
う
に
す
べ
き
だ
。
そ
の
フ
ォ
ー
マ

ッ
ト
はX

M
L

形
式
が
望
ま
し
い
だ
ろ
う
。
現
状
で

は
、
選
挙
公
報
の
紙
面
と
い
う
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
は
す

べ
て
の
候
補
者
に
公
平
に
与
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ

れ
と
同
種
の
位
置
づ
け
と
し
て
、
電
子
的
に
処
理
で

き
る
形
式
で
の
情
報
が
あ
れ
ば
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

使
っ
た
政
治
参
加
が
よ
り
広
が
り
を
み
せ
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、san

g
i.in

で
は
、
予
測
市
場
と
い
う
新
し

い
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
予
測
市
場
で
は
、
参

加
者
間
で
架
空
の
証
券
の
先
物
取
引
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、
将
来
の
特
定
の
イ
ベ
ン
ト
、
出
来
事
を
予
測

す
る
と
い
う
仕
組
み
で
あ
る
。
今
回
は
与
党
と
野
党

の
獲
得
議
席
を
最
終
的
な
精
算
価
格
と
し
て
、
取
引

を
行
い
、
比
較
的
正
確
な
予
測
が
可
能
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
新
し
い
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
は
様
々
な
形
で
登
場
し
、
多
面
的
な
ア

プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
政
治
に
対
す
る
関
心
を
高
め
、

政
治
参
加
を
促
進
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。
選
挙

に
期
待
さ
れ
る
公
平
性
、
正
統
性
か
ら
す
る
と
、
新

し
い
取
り
組
み
に
対
し
て
保
守
的
に
な
り
が
ち
に
な

る
の
は
や
む
を
得
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
活
用
に
よ
る
様
々
な
取
り
組
み
を
う
ま
く

活
用
し
て
、
望
ま
し
い
政
治
参
加
、
選
挙
の
あ
り
方

に
つ
い
て
も
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

＊X
M
L

（eX
tensible

M
arkup

Language

）‥
拡
張
可
能
な
テ
キ

ス
ト
へ
の
し
る
し
を
付
け
る
た
め
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
用
の
言
葉
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投
票
ぴ
っ
た
ん
２
０
０
７
と
は
？

投
票
ぴ
っ
た
ん
は
、「
診
療
費
や
薬
代
な
ど
、
医

療
に
か
か
る
費
用
が
増
え
る
こ
と
を
防
ぐ
べ
き
で
あ

る
」「
景
気
を
良
く
す
る
た
め
に
は
、
公
共
事
業
を

実
施
す
る
よ
り
、
規
制
を
緩
和
す
べ
き
で
あ
る
」
と

い
っ
た
政
策
的
な
意
見
に
対
す
る
賛
否
を
回
答
す
る

こ
と
で
、
利
用
者
と
各
政
党
の
政
策
的
立
場
の
近
さ

（
あ
る
い
は
遠
さ
）
が
示
さ
れ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
の
仕
組
み
で
あ
る
。
無
党
派
層
の
増
加
に
象
徴
さ

れ
る
よ
う
に
、
近
年
の
日
本
で
は
有
権
者
と
政
党
の

関
係
が
希
薄
に
な
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
が
、
有
権

者
に
手
軽
に
政
党
の
政
策
的
立
場
を
知
っ
て
も
ら

い
、
投
票
す
る
際
の
参
考
に
し
て
も
ら
お
う
と
い
う

の
が
、
投
票
ぴ
っ
た
ん
の
狙
い
で
あ
る
。

投
票
ぴ
っ
た
ん
は
日
本
版
ボ
ー
ト
マ
ッ

チ
・
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
（
品
田
裕
神

戸
大
学
教
授
、
上
神
貴
佳
東
京
大
学
研
究
支
援
推
進

員
、
五
十
嵐
美
香
東
京
大
学
大
学
院
生
お
よ
び
筆
者
）

に
よ
っ
て
制
作
・
運
営
さ
れ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
ボ

ー
ト
マ
ッ
チ
と
は
、
様
々
な
投
票
支
援
ツ
ー
ル
の
う

ち
オ
ラ
ン
ダ
の
Ｉ
Ｐ
Ｐ
と
い
う
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
開
発
し
た

も
の
を
指
し
、
現
在
は
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス
イ

ス
と
い
っ
た
国
々
で
利
用
さ
れ
て
い
る
（
詳
し
く
は
、

上
神
貴
佳
「
投
票
支
援
ツ
ー
ル
と
『
政
策
中
心
の
選

挙
』
の
実
現
―
オ
ラ
ン
ダ
の
実
践
と
日
本
に
お
け
る

展
望
―
」『
選
挙
学
会
紀
要
』
六
号
〔
二
〇
〇
六
年
〕

を
参
照
）。
投
票
ぴ
っ
た
ん
は
日
本
版
ボ
ー
ト
マ
ッ

チ
と
し
て
、
Ｉ
Ｐ
Ｐ
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
な
が
ら
制
作
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

投
票
ぴ
っ
た
ん
２
０
０
７
の
仕
組
み
と
特
色

投
票
ぴ
っ
た
ん
で
は
、
ま
ず
一
九
の
政
策
的
な
意

見
に
対
し
て
、「
賛
成
」「
中
立
」「
反
対
」「
わ
か
ら

な
い
」
の
い
ず
れ
か
を
選
択
す
る
（
図
１
）。
す
べ

て
の
政
策
的
意
見
に
対
す
る
自
分
の
立

場
の
回
答
が
終
わ
っ
た
ら
、
特
に
重
要

だ
と
思
う
争
点
を
選
ぶ
（
選
択
で
き
る

争
点
の
数
に
制
限
は
な
い
）。
以
上
の

ス
テ
ッ
プ
を
完
了
す
る
と
、
各
政
党
と

の
立
場
の
近
さ
・
遠
さ
が
一
致
度
の
高

い
順
に
示
さ
れ
る
（
図
２
）。
こ
れ
に
加

え
て
、
政
党
別
に
個
々
の
政
策
に
お
け

る
立
場
が
利
用
者
と
一
致
し
て
い
る
か

否
か
を
知
る
こ
と
も
で
き
る
。

投
票
ぴ
っ
た
ん
の
最
大
の
特
徴
は
、

政
党
の
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
を

数
量
的
に
分

析
し
た
結
果

に
基
づ
い
て
、

利
用
者
に
賛

否
を
回
答
し

て
も
ら
う
政

策
的
な
意
見

（
以
下
で
は

「
質
問
文
」

ボートマッチ 

香
川
大
学
准
教
授
　

堤
英
敬

投
票
ぴ
っ
た
ん
２
０
０
７

●プロフィール

つつみひでのり

香川大学法学部准教授。昭
和47年生まれ。香川大学法
学部講師を経て平成13年4
月同助教授（平成19年4月
より准教授）。香川県明る
い選挙推進協議会委員。専
攻は、政治学、選挙分析。
主な論文に「日本における
政策争点とその変容」小林
良彰編著『日本における有
権者意識の動態』（慶應義
塾大学出版会、平成17年）
等がある。

図1

図2
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と
い
う
）
を
選
択
・
作
成
し
て
い
る
点
に
あ
る
。
具

体
的
に
は
、
平
成
一
七
年
衆
院
選
に
際
し
て
主
要
政

党
が
発
表
し
た
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
、
各
政
党
が
ど
の

政
策
分
野
に
ど
れ
だ
け
言
及
し
た
か
を
カ
ウ
ン
ト

し
、（
全
政
党
を
通
じ
て
）
言
及
さ
れ
た
割
合
に
応

じ
て
政
策
分
野
別
の
質
問
数
を
決
定
し
た
。
ま
た
、

質
問
文
の
内
容
も
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
記
述
に
即
し

た
も
の
と
し
て
い
る
（
詳
細
は
、
上
神
貴
佳
・
堤
英

敬
「
投
票
支
援
の
た
め
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ツ
ー

ル
―
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
るV

ote
M
atch

の
現
状
と

日
本
へ
の
適
用
―
」
二
〇
〇
七
年
度
比
較
政
治
学
会

報
告
論
文
を
参
照
）。
選
挙
で
は
様
々
な
政
策
が
争

点
に
な
る
が
、
も
し
、
福
祉
問
題
に
つ
い
て
は
Ａ
党

と
立
場
が
近
い
が
、
憲
法
問
題
で
は
Ｂ
党
の
立
場
を

支
持
し
て
い
る
と
い
う
有
権
者
が
、
福
祉
政
策
ば
か

り
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
え
ば
Ａ
党
と
立
場
が
近
い
と

い
う
結
果
に
な
り
、
質
問
が
憲
法
問
題
ば
か
り
で
あ

れ
ば
Ｂ
党
と
立
場
が
近
い
と
判
定
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
ど
の
政
策
を
用
い
て
マ
ッ
チ
ン
グ
を

行
う
か
は
、
判
定
結
果
に
大
き
な
影
響
を
与
え
う
る
。

私
た
ち
は
、
主
観
的
な
判
断
基
準
に
基
づ
い
て
質
問

文
を
作
成
し
て
し
ま
い
、
結
果
と
し
て
こ
う
し
た
偏

り
を
生
ん
で
し
ま
う
こ
と
が
な
い
よ
う
、
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
と
い
う
基
準
を
用
い
た
。

な
お
ボ
ー
ト
マ
ッ
チ
は
、
最
終
的
に
「
政
党
と
利

用
者
」
と
の
政
策
的
立
場
の
近
さ
・
遠
さ
を
示
す
も

の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
制
作
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
「
政

党
の
立
場
」
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ

る
。
各
政
党
の
立
場
は
基
本
的
に
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の

記
述
か
ら
推
定
し
た
が
、
正
確
を
期
す
た
め
に
、
各

政
党
に
対
し
て
立
場
の
確
認
を
行
っ
た
。
幸
い
、
国

民
新
党
を
除
く
す
べ
て
の
主
要
政
党
か
ら
回
答
が
得

ら
れ
、
必
要
に
応
じ
て
立
場
の
修
正
を
し
て
も
ら
う

こ
と
が
で
き
た
こ
と
か
ら
、
各
政
党
の
立
場
の
正
確

さ
も
お
お
む
ね
確
保
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
る
。

投
票
ぴ
っ
た
ん
２
０
０
７
へ
の

反
応
と
今
後
の
課
題

投
票
ぴ
っ
た
ん
２
０
０
７
は
、
参
院
選
を
控
え
た

七
月
上
旬
に
公
開
（http://w

w
w
.votem

atch.jpn.org/

）

し
て
以
降
、
投
票
日
も
含
め
て
約
二
五
万
件
の
ア
ク

セ
ス
が
あ
っ
た
。
途
中
、
サ
ー
バ
が
ダ
ウ
ン
し
て
し

ま
う
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
り
、
利
用
者
に
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
て
し
ま
っ
た
が
、
こ
れ
は
公
開
前
に
想
定
し
て

い
た
利
用
者
数
を
大
き
く
超
え
た
た
め
で
あ
り
、
私

た
ち
と
し
て
は
う
れ
し
い
誤
算
で
あ
っ
た
。

さ
て
利
用
者
か
ら
の
反
応
だ
が
、
お
お
む
ね
好
評

だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
回
答
後
、
利
用
者
に
実
施
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
七
一
％
の
人
が
「
投
票
ぴ
っ

た
ん
は
楽
し
か
っ
た
」
と
回
答
し
て
い
た
。
ま
た
、

「
投
票
政
党
を
決
め
る
上
で
役
立
っ
た
」
と
し
た
人

は
四
一
％
で
あ
っ
た
が
、「
政
治
に
関
心
が
な
い
」

と
い
う
人
た
ち
に
限
る
と
、
そ
の
割
合
は
五
〇
％
へ

と
上
昇
す
る
。
さ
ら
に
、「
普
段
は
投
票
に
行
か
な

い
」
と
い
う
人
た
ち
の
四
五
％
が
「
政
治
へ
の
関
心

が
高
ま
っ
た
」
と
回
答
し
て
い
た
（
全
体
で
は
三

二
％
）。
利
用
者
の
半
数
が
二
〇
代
、
三
〇
代
で
あ

っ
た
こ
と
と
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、
気
軽
に
楽
し
み

な
が
ら
政
治
に
関
す
る
情
報
を
得
る
こ
と
で
、
投
票

に
役
立
て
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
私
た
ち
の
想
い

は
、
普
段
は
選
挙
に
あ
ま
り
縁
が
な
い
よ
う
な
人
た

ち
を
中
心
に
伝
わ
っ
た
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。

一
方
で
、「
○
○
問
題
に
つ
い
て
の
質
問
が
な
ぜ

含
ま
れ
て
い
な
い
の
か
」「
質
問
が
大
ま
か
す
ぎ
て
、

賛
成
・
反
対
だ
け
で
は
答
え
ら
れ
な
い
」
と
い
っ
た

不
満
も
寄
せ
ら
れ
た
。
私
た
ち
は
、
利
用
者
の
負
担

に
な
ら
な
い
よ
う
質
問
数
を
絞
り
、
ま
た
高
校
生
で

も
利
用
で
き
る
内
容
と
す
る
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て

い
た
が
、
こ
の
よ
う
に
し
て
作
成
さ
れ
た
質
問
文
は
、

豊
か
な
政
治
的
な
知
識
を
持
っ
て
い
る
利
用
者
に
と

っ
て
は
、
過
度
の
単
純
化
と
映
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う

で
あ
る
。
幅
広
い
層
の
利
用
者
が
回
答
し
や
す
い
と

感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
質
問
文
を
用
意
す
る
こ
と

は
、
今
後
の
重
要
な
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。

私
た
ち
が
考
え
る
最
大
の
課
題
は
、
新
し
く
登
場

し
た
政
策
争
点
を
投
票
ぴ
っ
た
ん
に
ど
の
よ
う
に
反

映
す
る
か
で
あ
る
。
投
票
ぴ
っ
た
ん
２
０
０
７
の
質

問
文
は
平
成
一
九
年
参
院
選
で
は
な
く
一
七
年
衆
院

選
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
て
い

る
。
と
い
う
の
は
、
日
本
の
場
合
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
が

公
示
直
前
に
発
表
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
目
前
の
選
挙

の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
分
析
し
、
投
票
ぴ
っ
た
ん
の
質

問
に
反
映
さ
せ
る
の
に
必
要
な
時
間
を
と
る
こ
と
が

で
き
な
い
た
め
で
あ
る
。
過
去
の
選
挙
の
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
を
利
用
す
る
こ
と
に
は
、
政
党
に
よ
る
争
点
操

作
の
影
響
を
受
け
な
い
と
い
う
利
点
も
あ
る
が
、
よ

り
効
果
的
な
投
票
支
援
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に

は
、
前
回
選
挙
以
降
に
浮
上
し
た
政
策
争
点
に
対
応

す
る
方
法
を
確
立
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
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二
〇
〇
五
年
の
大
改
正

イ
タ
リ
ア
で
は
、
一
九
九
三
年
に
選
挙
制
度
が
改

正
さ
れ
る
ま
で
は
完
全
比
例
代
表
制
に
よ
る
選
挙
が

行
わ
れ
て
お
り
、
比
例
代
表
制
の
弊
害
と
も
い
わ
れ

る
小
政
党
が
乱
立
す
る
事
態
に
政
府
の
統
治
能
力
が

欠
如
す
る
な
ど
の
政
治
的
混
乱
が
起
こ
っ
て
い
た
。

そ
こ
で
、
一
九
九
三
年
に
選
挙
制
度
改
革
の
国
民
投

票
が
実
施
さ
れ
、
わ
が
国
の
選
挙
制
度
改
革
と
相
前

後
し
て
小
選
挙
区
比
例
代
表
並
立
制
に
よ
る
選
挙
制

度
が
採
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
制
度
に
よ
る
総
選
挙
は
一
九
九
四
年
以
来
三

回
行
わ
れ
、
中
道
右
派
連
合
と
中
道
左
派
連
合
の
二

大
政
党
化
が
進
み
、
有
権
者
は
選
挙
に
よ
り
政
権
を

選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

と
こ
ろ
が
二
〇
〇
六
年
の
総
選
挙
を
目
前
に
控
え

た
二
〇
〇
五
年
十
二
月
、
時
の
与
党
、
中
道
右
派
連

合
に
よ
る
選
挙
法
改
正
案
が
可
決
さ
れ
、
大
晦
日
三

一
日
に
施
行
さ
れ
た
。
こ
の
改
正
は
、
従
前
の
小
選

挙
区
比
例
代
表
並
立
制
か
ら
「
多
数
派
プ
レ
ミ
ア
制

を
伴
っ
た
比
例
代
表
制
」
に
変
更
す
る
も
の
で
、
プ

レ
ミ
ア
制
が
付
加
さ
れ
る
も
の
の
、
一
九
九
三
年
以

前
の
比
例
代
表
制
に
逆
戻
り
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

多
数
派
プ
レ
ミ
ア
制
と
は
、
最
も
多
く
得
票
し
た

候
補
者
名
簿
に
対
し
て
、
そ
の
得
票
率
に
か
か
わ
ら

ず
過
半
数
の
議
席
を
保
障
す
る
も
の
で
、
下
院
は
全

国
で
、
上
院
は
州
ご
と
に
、
最
大
の
得
票
を
し
た
候

補
者
名
簿
等
に
五
五
％
の
議
席
が
与
え
ら
れ
る
と
い

う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
小
党
乱
立
と
い
う
比
例

代
表
制
の
弱
点
を
補
正
し
、
二
大
政
党
制
に
導
く
た

め
の
制
度
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

こ
の
改
革
に
対
し
て
は
、
時
の
与
党
の
中
道
右
派

連
合
に
有
利
と
な
る
よ
う
導
入
さ
れ
た
と
の
批
判
が

な
さ
れ
て
い
た
。

二
〇
〇
六
年
の
総
選
挙

二
〇
〇
六
年
の
総
選
挙
の
結
果
は
、
意
外
に
も

上
・
下
院
と
も
中
道
左
派
連
合
の
勝
利
に
終
っ
た
。

中
道
左
派
連
合
は
下
院
で
三
四
八
議
席
、
上
院
で
一

五
八
議
席
を
、
中
道
右
派
連
合
は
下
院
で
二
八
一
議

席
、
上
院
で
一
五
六
議
席
を
獲
得
。

今
回
の
得
票
を
一
九
九
三
年
選
挙
制
度
に
よ
り
議

席
配
分
す
る
と
、
下
院
で
は
両
連
合
の
議
席
差
は
六

六
か
ら
三
五
に
縮
ま
り
、
ま
た
上
院
に
お
い
て
は
中

道
右
派
が
国
内
投
票
総
数
で
は
勝
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
逆
の
結
果
も
考
え
ら
れ
る
な
ど
、
こ
の
制
度
を
導

入
し
た
中
道
右
派
連
合
に
不
利
に
働
い
た
と
い
う
皮

肉
な
結
果
と
な
っ
た
。

新
選
挙
制
度
に
は
、
プ
レ
ミ
ア
制
度
の
あ
り
方
や

選
挙
後
の
政
党
の
離
合
集
散
に
何
の
制
約
も
な
い
な

ど
の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
今
後
何
ら
か
の

制
度
見
直
し
が
行
わ
れ
る
だ
ろ
う
と
い
う
見
方
が
有

力
で
あ
る
。
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イ
タ
リ
ア
の
選
挙
事
情

イ
タ
リ
ア
の
選
挙
事
情

―
―
二
〇
〇
六
年
総
選
挙
結
果
と
新
選
挙
制
度

二
〇
〇
五
年
、
イ
タ
リ
ア
で
は
国
会
議
員
の
選
挙

制
度
が
大
改
正
さ
れ
た
。
一
九
九
三
年
に

出
来
た
ば
か
り
の
小
選
挙
区
比
例
代

表
並
立
制
が
再
び
そ
れ
以
前
の
比

例
代
表
制
に
戻
さ
れ
、
し
か
も
二

〇
〇
六
年
に
新
制
度
の
も
と
で
行

わ
れ
た
総
選
挙
は
思
わ
ぬ
結
果
で
、
国
際
的
な
話
題

を
呼
ん
だ
。

今
回
は
、
イ
タ
リ
ア
の
選
挙
制
度
や
こ
の
新
制
度

が
採
用
さ
れ
る
に
至
っ
た
背
景
な
ど
に
つ
い
て
紹
介

す
る
。

イ
タ
リ
ア
の
国
会

イ
タ
リ
ア
の
国
会
は
、
元
老
院
（
上
院
）
と
代
議
院

（
下
院
）
で
構
成
さ
れ
る
両
院
制
（
二
院
制
）
が
採

用
さ
れ
て
い
る
。

上
院
に
相
当
す
る
元
老
院
は
、
任
期
五
年
の
民
選

議
員
（
三
一
五
議
席
）
と
終
身
議
員
（
現
在
八
名
）

と
で
構
成
さ
れ
、
終
身
議
員
は
大
統
領
経
験
者
な
ど

が
指
名
さ
れ
る
。
ま
た
下
院
で
あ
る
代
議
院
は
、
全

六
三
〇
議
席
で
、
任
期
五
年
の
民
選
議
員
に
よ
っ
て

構
成
さ
れ
て
い
る
。

両
院
の
権
能
は
完
全
対
等
で
、
双
方
と
も
大
統
領

に
解
散
権
が
あ
る
。

ローマ
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今
回
は
、
中
等
学
校
（
わ
が
国
で
い

う
中
学
・
高
校
）
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。
本
連
載
の
第
一
回
で

も
ご
紹
介
し
た
よ
う
に
、
イ
ギ
リ
ス
の

中
等
学
校
で
は
、
二
○
○
二
年
よ
り
シ

テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
が
必
修
と
な
っ

て
い
ま
す
。

能
動
的
な
市
民
を
育
て
る

イ
ギ
リ
ス
の
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教

育
の
眼
目
は
、
一
言
で
い
う
と
「
能
動

的
な
市
民
を
育
て
る
こ
と
」
と
表
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
う
し
た
こ
と
に

よ
り
、
自
分
た
ち
の
住
む
こ
の
社
会
を

自
分
た
ち
で
よ
く
し
て
い
こ
う
と
考

え
、
か
つ
行
動
す
る
市
民
を
育
て
る
こ

と
に
な
り
、
そ
の
結
果
、
投
票
行
動
に

も
結
び
つ
く
と
考
え
る
の
で
す
。
能
動

的
な
市
民
を
育
て
る
た
め
、
そ
の
教
育

方
法
は
活
動
的
な
学
習
が
中
心
と
な
り

ま
す
。
す
な
わ
ち
、
た
だ
単
に
教
科
書

を
通
し
て
知
識
を
学
ぶ
の
で
は
な
く
、

生
徒
た
ち
が
、
様
々
な
活
動
を
し
な
が

ら
学
ん
で
い
く
と
い
う
ス
タ
イ
ル
が
中

心
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

思
い
や
り
の
あ
る
国
民
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

イ
ギ
リ
ス
で
市
民
性
教
育
の
啓
蒙
普

及
を
行
っ
て
い
る
市
民
性
財
団
は
、

「
思
い
や
り
の
あ
る
国
民
」
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
い
う
中
等
学
校
を
対
象
と
し
た

事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

学
校
が
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
の
一

環
と
し
て
何
ら
か
の
慈
善
事
業
に
取
り

組
む
こ
と
に
対
し
、
活
動
資
金
や
授
業

プ
ラ
ン
の
提
供
な
ど
様
々
な
か
た
ち
で

援
助
す
る
も
の
で
す
。

授
業
プ
ラ
ン
は
全
体
を
五
週
間
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
想
定
し
、
そ
の
間
の
進
め

方
は
、
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

初
回
の
授
業
で
、
各
ク
ラ
ス
は
取
り

組
む
問
題
を
話
し
合
い
で
決
め
ま
す
。

決
定
後
そ
の
問
題
に
つ
い
て
の
詳
し
い

状
況
を
、
ク
ラ
ス
内
の
担
当
グ
ル
ー
プ

が
調
査
を
し
ま
す
。
次
に
、
そ
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
周
囲
の
人
に
も
協
力
を

呼
び
か
け
る
方
法
を
決
め
ま
す
。
そ
し

て
行
動
計
画
を
作
成
し
、
全
員
で
実
行

し
ま
す
。
最
後
に
、
取
り
組
み
に
つ
い

て
の
評
価
を
し
ま
す
。
他
の
ク
ラ
ス
も
、

そ
れ
ぞ
れ
が
別
の
取
り
組
み
を
す
す
め

ま
す
。

取
り
組
む
活
動
は
、
そ
の
ク
ラ
ス
の

生
徒
だ
け
に
限
る
の
で
は
な
く
、
他
の

ク
ラ
ス
へ
も
呼
び
か
け
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。
そ
し
て
、
全
部
の
取
り
組
み
が

終
了
し
た
ら
、
一
番
よ
か
っ
た
ク
ラ
ス

が
選
出
さ
れ
ま
す
。
各
ク
ラ
ス
は
、
取

り
組
み
に
際
し
て
の
資
金
と
し
て
市
民

性
財
団
か
ら
五
〇
ポ
ン
ド
の
補
助
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
授
業
プ
ラ
ン
は
、
あ
く
ま
で
も

基
本
で
あ
り
、
実
際
に
は
各
学
校
の
事

情
に
応
じ
た
形
で
実
践
さ
れ
る
こ
と
は

い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

慈
善
事
業
と
し
て
は
、
社
会
的
企
業
、

募
金
活
動
、
募
金
の
た
め
の
広
報
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
〝
政
治
的
な
〞
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
、
〝
住
民
と
し
て
の
〞
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

イ
ギ
リ
ス
に
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ト

ラ
ス
ト
や
セ
イ
ブ
・
ザ
・
チ
ル
ド
レ
ン

な
ど
様
々
な
慈
善
団
体
が
あ
り
、
そ
れ

ら
を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
も
推
奨
し

て
い
ま
す
。

ト
ー
リ
ー
・
ア
カ
デ
ミ
ー
の
実
践

こ
こ
で
は
、
二
〇
〇
六
年
度
の
優
秀

校
と
し
て
市
民
性
財
団
か
ら
表
彰
さ
れ

た
ト
ー
リ
ー
･
ア
カ
デ
ミ
ー
の
実
践
に

つ
い
て
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

ト
ー
リ
ー
・
ア
カ
デ
ミ
ー
は
、
ス
コ

ッ
ト
ラ
ン
ド
の
ア
バ
ー
デ
ィ
ー
ン
市
に

あ
る
全
校
生
徒
五
〇
〇
名
弱
の
小
さ
な

中
等
学
校
で
す
。
ト
ー
リ
ー
・
ア
カ
デ

ミ
ー
で
は
、
実
に
多
く
の
慈
善
活
動
を

行
な
っ
て
い
て
、
二
○
○
五
年
か
ら
二

○
○
六
年
に
か
け
て
も
、
大
小
五
〇
以

上
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

そ
の
一
つ
と
し
て
、
生
徒
た
ち
は
、

●プロフィール　あらいあさひろ
昭和35年生まれ。横浜国立大学教育学部卒、カリフォルニア大学教育学
大学院修士課程卒。現在は西武文理大学サービス経営学部教授。専門は比
較教育学、人格・情意教育論。

イギリスのシティズンシップ教育

西武文理大学教授

新井浅浩

自分にできることは
何かを考え実行する

第4回
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首
相
、
国
会
議
員
、
地
方
議
会
に
、
自

分
た
ち
が
関
心
を
持
っ
た
福
祉
、
環
境
、

地
域
の
問
題
に
つ
い
て
の
意
見
や
要
望

の
手
紙
を
そ
れ
ぞ
れ
が
書
く
、
と
い
う

活
動
を
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
世
界
の
子
ど
も
た
ち
を
援

助
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
団
体
で
あ
る
セ
イ
ブ
・

ザ
・
チ
ル
ド
レ
ン
の
活
動
に
刺
激
を
受

け
て
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
も
大
変
多

く
の
子
ど
も
た
ち
が
貧
し
い
状
況
に
お

か
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、
政
府
に

も
っ
と
援
助
を
し
て
も
ら
う
よ
う
に
要

望
す
る
手
紙
を
出
し
ま
し
た
。
生
徒
た

ち
は
、
ま
ず
セ
イ
ブ
・
ザ
・
チ
ル
ド
レ

ン
の
ウ
ェ
ブ
・
サ
イ
ト
で
、
イ
ギ
リ
ス

に
お
い
て
恵
ま
れ
な
い
環
境
に
あ
る
子

ど
も
た
ち
に
ど
の
よ
う
な
援
助
が
必
要

で
あ
る
の
か
を
調
べ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

教
師
の
手
助
け
を
受
け
な
が
ら
地
元
選

出
の
国
会
議
員
へ
恵
ま
れ
な
い
子
ど
も

た
ち
へ
の
援
助
を
充
実
す
る
よ
う
要
望

す
る
手
紙
を
書
き
ま
し
た
。
生
徒
た
ち

が
も
ら
っ
た
国
会
議
員
か
ら
の
返
事
の

手
紙
に
は
、
手
紙
を
送
っ
て
も
ら
っ
た

お
礼
と
、
国
会
で
こ
の
問
題
に
つ
い
て

取
り
組
む
こ
と
を
約
束
す
る
と
書
い
て

あ
り
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は
ま
た
、
ト
ニ
ー
・
ブ
レ

ア
首
相
（
当
時
）
に
も
手
紙
を
書
き
、

途
上
国
の
子
ど
も
た
ち
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
・
エ

イ
ズ
対
策
に
取
り
組
む
こ
と
を
依
頼
し

ま
し
た
。
何
度
か
の
手
紙
の
や
り
取
り

の
中
で
、
ト
ニ
ー
・
ブ
レ
ア
首
相
か
ら

の
直
々
の
返
事
の
手
紙
を
も
ら
い
ま
し

た
が
、
そ
こ
に
は
先
進
国
首
脳
会
議

（
Ｇ
８
）
に
お
い
て
、
こ
の
問
題
の
協

力
に
つ
い
て
他
国
に
も
呼
び
か
け
る
と

書
い
て
あ
り
ま
し
た
。

政
治
問
題
は
自
分
た
ち
と
か
け
離
れ

た
も
の
で
は
な
く
、
自
分
た
ち
の
行
動

が
何
ら
か
の
つ
な
が
り
を
持
つ
こ
と
が

実
感
で
き
た
瞬
間
と
い
え
る
で
し
ょ

う
。十

二
月
に
は
「
野
宿
二
〇
〇
六
」
と

い
う
活
動
を
行
っ
た
グ
ル
ー
プ
が
あ
り

ま
し
た
。
地
元
の
慈
善
団
体
ア
バ
ー
デ

ィ
ー
ン
・
キ
ュ
レ
ニ
ア
ン
が
、
ア
バ
ー

デ
ィ
ー
ン
展
示
会
議
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
野
宿
を
し
な
が
ら
募
金
活
動
を
行

う
、
と
い
う
行
事
に
生
徒
た
ち
は
参
加

し
ま
し
た
。
ア
バ
ー
デ
ィ
ー
ン
・
キ
ュ

レ
ニ
ア
ン
は
、
ホ
ー
ム
レ
ス
の
人
た
ち

に
援
助
活
動
を
し
て
い
る
団
体
で
す
。

生
徒
た
ち
は
、
ま
ず
、
参
加
の
許
可

を
教
師
か
ら
と
り
、
そ
の
後
校
内
に
ポ

ス
タ
ー
を
貼
っ
て
参
加
者
を
つ
の
り
ま

し
た
。
結
果
と
し
て
二
五
名
の
生
徒
が

参
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
参
加

す
る
と
い
っ
て
も
、
実
行
に
移
す
の
は

簡
単
で
は
な
く
、
付
き
添
い
の
先
生
を

探
す
こ
と
や
、
行
き
帰
り
の
送
迎
バ
ス

の
手
配
な
ど
、
様
々
な
手
助
け
が
必
要

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

当
日
は
、
夜
九
時
一
五
分
に
セ
ン
タ

ー
に
集
ま
り
、
用
意
し
て
き
た
ダ
ン
ボ

ー
ル
で
寝
る
場
所
を
作
り
ま
し
た
。
ほ

と
ん
ど
の
生
徒
は
、
朝
ま
で
寝
ら
れ
な

か
っ
た
よ
う
で
す
。
夜
中
に
は
ピ
ザ
の

差
し
入
れ
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
し

て
、
朝
七
時
に
終
了
し
た
と
き
は
、
全

員
に
作
り
た
て
の
べ
ー
コ
ン
・
ロ
ー
ル

が
配
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
体
験
を
通
し
て
、
ホ
ー
ム
レ
ス

の
人
た
ち
は
一
年
中
、
ど
ん
な
天
候
で

も
、
こ
う
し
て
過
ご
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
、
し
か
も
誰
も
ピ
ザ
や
ベ
ー

コ
ン
・
ロ
ー
ル
を
届
け
て
く
れ
る
わ
け

で
は
な
い
と
い
う
の
は
ど
ん
な
気
持
ち

だ
ろ
う
と
考
え
た
そ
う
で
す
。
そ
し
て
、

ア
バ
ー
デ
ィ
ー
ン
・
キ
ュ
レ
ニ
ア
ン
の

方
た
ち
が
、
ホ
ー
ム
レ
ス
の
人
た
ち
に

対
し
て
行
っ
て
い
る
活
動
が
い
か
に
重

要
で
あ
る
か
よ
く
わ
か
っ
た
そ
う
で

す
。こ

の
野
宿
に
よ
る
募
金
で
は
、
全
部

で
約
千
ポ
ン
ド
の
募
金
を
集
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
募
金

活
動
に
お
い
て
も
、
そ
れ
が
何
の
た
め

に
行
わ
れ
て
い
る
の
か
を
、
身
を
持
っ

て
体
験
し
実
感
す
る
こ
と
が
重
視
さ
れ

て
い
ま
す
。

そ
の
他
に
も
、
地
域
の
高
齢
者
の
方

に
、
慈
善
団
体
か
ら
ク
リ
ス
マ
ス
の
届

け
物
を
す
る
こ
と
を
手
伝
っ
た
り
、
シ

エ
ラ
レ
オ
ネ
共
和
国
で
戦
災
孤
児
院
を

運
営
し
て
い
る
人
と
実
際
の
孤
児
た
ち

を
訪
問
者
と
し
て
受
け
入
れ
る
活
動
な

ど
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
自
分
た
ち
の
身
の
ま

わ
り
や
世
界
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
に

関
心
を
向
け
、
そ
の
た
め
に
自
分
に
何

が
で
き
る
か
を
考
え
、
そ
し
て
行
動
計

画
を
た
て
て
実
行
し
、
そ
の
評
価
を
す

る
と
い
う
こ
と
が
ま
さ
に
シ
テ
ィ
ズ
ン

シ
ッ
プ
教
育
の
真
髄
で
し
ょ
う
。
そ
の

際
、
慈
善
団
体
な
ど
地
域
と
の
連
携
協

力
が
極
め
て
有
効
に
働
い
て
い
る
こ
と

も
特
筆
し
て
お
く
べ
き
で
し
ょ
う
。

生徒たちがダンボールで作った
シェルター
（同校のホームページから）
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連
載
初
回
に
も
書
き
ま
し
た
が
、「
エ
セ
ナ
お
お

た
」
で
は
目
的
を
前
面
に
出
さ
ず
に
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト

の
心
に
響
く
魅
力
的
な
タ
イ
ト
ル
で
ま
ず
人
を
集

め
、
次
に
講
座
の
中
身
を
充
実
さ
せ
て
目
的
を
達
成

す
る
手
法
で
、
こ
れ
ま
で
数
々
の
講
座
を
成
功
さ
せ

て
き
ま
し
た
。
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
よ
く
講
演
で
話
し

ま
す
が
、
講
座
担
当
者
か
ら
は
「
目
的
を
前
面
に
出

す
タ
イ
ト
ル
を
つ
け
な
い
と
上
司
の
許
可
が
お
り
な

い
」
と
い
う
悩
み
を
耳
に
し
ま
す
。
人
を
集
め
て
こ

そ
講
座
を
開
く
意
義
が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
は
な

か
ら
人
が
来
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
タ
イ
ト
ル

し
か
認
め
ら
れ
な
い
た
め
、
現
場
の
担
当
者
が

苦
労
し
ま
す
。「
目
的
を
前
面

に
出
す
こ
と
が
そ
の

講
座
の
目
的
で
は
な

い
」
と
い
う
こ
と
を
理

解
で
き
る
よ
う
な
上
司

に
な
っ
て
ほ
し
い
も
の

で
す
。

今
回
は
こ
ん
な
タ
イ
ト

むたしずか

〈プロフィール〉
区の男女平等推進センター「エセナおお
た」の活動を通し、不振だった同センタ
ーの主催講座に定員オーバー続出のヒッ
ト講座を連発するようになる。著書に
『人が集まる！行列ができる！講座、イ
ベントの作り方』（講談社＋α新書）。

行
列
の
で
き
る

講
座
の
つ
く
り
方

N
P
O
法
人
男
女
共
同
参
画
お
お
た
理
事
　

牟
田
静
香

〈第4回〉タ
イ
ト
ル
と
講
師
選
び
は
慎
重
に
！

参
加
す
る
た
め
、
自
分
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
も

の
し
か
参
加
し
ま
せ
ん
。
特
に
若
い
世
代
は
、
自
分

の
時
間
や
お
金
を
使
う
価
値
が
あ
る
か
ど
う
か
で
判

断
す
る
た
め
、
価
値
を
計
る
こ
と
が
で
き
な
い
タ
イ
ト

ル
は
い
く
ら
無
料
の
講
座
で
も
足
を
運
ば
な
い
の
で
す
。

◎
疑
問
系

「
Ｄ
Ｖ（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
っ
て

何
？
」「
人
権
っ
て
何
？
」「
今
、
子
ど
も
に
必
要
な

こ
と
は
？
」

実
際
に
「
エ
セ
ナ
お
お
た
」
で
疑
問
系
の
タ
イ
ト

ル
で
行
列
が
で
き
た
こ
と
は
一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
。

特
に
言
葉
の
意
味
を
参
加
者
に
聞
く
タ
イ
プ
の
も
の

は
人
が
集
ま
り
ま
せ
ん
。
わ
ざ
わ
ざ
そ
の
答
え
を
知

ろ
う
と
し
て
講
座
に
足
を
運
ぶ
人
は
少
な
い
か
ら
で

す
。
た
だ
し
多
く
の
自
治
体
が
主
催
す
る
講
座
に
は
、

こ
の
疑
問
系
の
タ
イ
ト
ル
が
頻
繁
に
用
い
ら
れ
て
い

ま
す
。
私
も
か
つ
て
そ
う
だ
っ
た
の
で
す
が
、
疑
問

系
の
タ
イ
ト
ル
だ
と
タ
イ
ト
ル
決
め
が
と
て
も
楽
な

の
で
す
。「
○
○
っ
て
何
？
」
と
そ
の
言
葉
の
意
味

を
参
加
者
に
問
い
か
け
れ
ば
タ
イ
ト
ル
に
な
っ
て
し

ま
う
気
が
す
る
の
で
、
ほ
と
ん
ど
何
も
考
え
な
く
て

よ
い
か
ら
で
す
。
今
思
う
と
怠
慢
以
外
の
何
も
の
で

も
な
い
な
と
深
く
反
省
し
て
い
ま
す
。

◎
レ
ッ
ツ
系

「
メ
デ
ィ
ア
社
会
を
生
き
抜
こ
う
」「
地
域
で
子
育

て
を
楽
し
も
う
」

タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
絞
ら
れ
ず
に
空
中
に
向
か
っ
て
叫

ん
で
い
る
よ
う
な
レ
ッ
ツ
系
の
タ
イ
ト
ル
も
、
人
が

集
ま
り
ま
せ
ん
。
講
座
に
参
加
し
て
ほ
し
い
タ
ー
ゲ

ッ
ト
が
明
確
で
な
い
の
で
「
○
○
し
よ
う
」
に
な
り

ま
す
。
誰
に
来
て
欲
し
い
講
座
な
の
か
、
ま
た
そ
の

講
座
に
出
席
す
る
と
ど
ん
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か

ル
で
は
人
が
集
ま
ら
な
い
と
い
う
例
を
記
し
て
み
ま

す
。こ

ん
な
タ
イ
ト
ル
で
は
人
が
集
ま
ら
な
い
！

◎
講
座
の
目
的
を
そ
の
ま
ま
タ
イ
ト
ル
に
す
る
ス
ト

レ
ー
ト
型

「
男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー
」「
男
性
の
家
庭
参
画

セ
ミ
ナ
ー
」

漢
字
ば
か
り
で
固
い
イ
メ
ー
ジ
に
な
っ
て
い
ま

す
。
テ
ー
マ
に
興
味
の
あ
る
人
が
極
端
に
少
な
い
場

合
は
、
ス
ト
レ
ー
ト
な
タ
イ
ト
ル
は
か
え
っ
て
敬
遠

さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
目
的
を
前
面
に
出
し
す
ぎ
る

と
か
え
っ
て
目
的
が
達
成
で
き
ま
せ
ん
。

◎
社
会
背
景
タ
イ
ト
ル
型

「
晩
婚
化
と
男
女
の
ゆ
く
え
」「
男
女
共
生
時
代
を

生
き
る
わ
た
し
」

公
よ
り
も
個
を
大
切
に
す
る
若
い
世
代
に
と
っ
て

は
、
こ
の
よ
う
な
タ
イ
ト
ル
の
講
座
を
見
て
も
「
そ

ん
な
の
私
と
は
関
係
な
い
」
と
し
か
思
い
ま
せ
ん
。
参

加
者
は
自
分
の
時
間
や
お
金
と
引
き
換
え
に
講
座
に
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を
明
確
に
表
現
し
た
、
ゴ
ー
ル
の
見
え
る
タ
イ
ト
ル

が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
は
響
く
の
で
す
。

◎
認
知
率
の
低
い
カ
タ
カ
ナ
語

「
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
（
自
己
表
現
）
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」

こ
の
講
座
は
近
隣
の
県
で
と
て
も
人
気
が
あ
る
と
い

う
噂
を
聞
い
て
企
画
し
、
実
際
に
は
定
員
の
半
分
し

か
集
ま
ら
な
か
っ
た
私
の
大
失
敗
講
座
で
す
。
応
募

が
少
な
か
っ
た
理
由
は
「
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
」
と
い
う
言
葉
の
認
知
率
の
低
さ
に
あ
り
ま
し

た
。
自
分
が
知
っ
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
不
特
定
多

数
の
人
が
知
ら
な
い
言
葉
で
あ
れ
ば
、
そ
の
講
座
に

申
し
込
も
う
と
い
う
気
は
起
こ
り
ま
せ
ん
。
仲
間
う

ち
で
当
た
り
前
の
よ
う
に
使
用
し
て
い
る
言
葉
や
そ

の
業
界
の
人
だ
け
が
知
っ
て
い
る
言
葉
を
タ
イ
ト
ル

に
し
て
も
、
人
は
見
向
き
も
し
な
い
と
い
う
事
例
で

す
。
私
自
身
に
客
観
性
が
不
足
し
て
い
た
と
大
反
省

し
た
講
座
と
な
り
ま
し
た
。

◎
相
手
の
立
場
を
否
定
し
た
タ
イ
ト
ル

「
お
父
さ
ん
、
も
っ
と
家
庭
の
こ
と
に
目
を
向
け
て

み
ま
せ
ん
か
？
」「
お
や
じ
改
造
講
座
」

今
ど
き
の
父
親
は
家
庭
に
目
を
向
け
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
が
、
三
〇
代
、
四
〇
代
は
最
も
残
業
が
多

い
世
代
で
す
。
気
持
ち
は
あ
っ
て
も
物
理
的
に
行
動

に
移
す
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
他
人
か
ら
こ
の
よ

う
に
言
わ
れ
る
の
は
い
や
な
も
の
で
す
。
さ
ら
に
男

性
は
「
改
造
」
さ
れ
た
い
な
ど
と
は
思
っ
て
い
ま
せ

ん
か
ら
、
こ
う
い
う
タ
イ
ト
ル
も
敬
遠
さ
れ
ま
す
。

特
に
私
ど
も
の
よ
う
な
女
性
関
連
施
設
と
呼
ば
れ
る

場
所
に
対
し
て
男
性
は
肩
身
が
せ
ま
い
と
感
じ
る
人

が
多
い
た
め
、
相
手
の
立
場
を
尊
重
し
た
タ
イ
ト
ル

を
工
夫
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
講
座
を
企
画
し
て
タ
イ
ト
ル
を
考
え
る

と
き
に
は
、
上
記
に
あ
て
は
ま
っ
て
い
な
い
か
ど
う

か
確
か
め
て
か
ら
タ
イ
ト
ル
を
決
め
る
よ
う
に
心
が

け
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

講
師
は
自
分
の
足
で
探
す
！

講
師
選
び
は
講
座
の
満
足
度
に
大
き
く
影
響
を
及

ぼ
し
ま
す
。
私
自
身
は
講
師
の
肩
書
き
に
は
こ
だ
わ

っ
て
い
ま
せ
ん
。
肩
書
き
や
経
歴
よ
り
も
実
際
に
話

を
聞
い
て
「
お
も
し
ろ
い
」「
わ
か
り
や
す
い
」
と
い

う
方
を
選
ぶ
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
休

み
の
日
や
勤
務
後
の
夜
を
利
用
し
て
他
の
講
座
や
講

演
会
に
せ
っ
せ
と
足
を
運
ぶ
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

一
度
話
を
聞
い
た
講
師
で
あ
れ
ば
交
渉
が
と
て
も
ス

ム
ー
ス
で
す
。
あ
の
と
き
の
講
演
会
で
聞
い
た
あ
の
話

を
し
て
欲
し
い
と
講
演
依
頼
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
し
、
何
よ
り
企
画
者
側
の
熱
意
を
伝
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
自
分
が
実
際
に
話
を
聞
い
た
こ
と

が
あ
る
講
師
で
あ
れ
ば
、
チ
ラ
シ
作
り
な
ど
の
広
報
宣

伝
活
動
で
の
思
い
入
れ
が
ま
っ
た
く
違
っ
て
き
ま
す
。

受
講
者
に
評
判
の
良
か
っ
た
講
師
の
特
徴
は
共
通

し
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
経
験
談
を
語
れ
る
講
師
で
す
。

研
究
結
果
で
は
な
く
実
際
に
自
分
が
体
験
し
た
こ
と

な
ど
身
近
な
経
験
談
を
語
れ
て
、
そ
の
話
に
受
講
者

が
共
感
で
き
る
こ
と
が
評
判
の
良
さ
に
つ
な
が
り
ま

す
。
ま
た
元
気
が
あ
っ
て
、
お
も
し
ろ
い
方
、
講
師

自
身
が
人
間
的
魅
力
に
富
む
方
、
講
座
終
了
後
に
残

っ
て
参
加
者
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
方
、

自
分
の
価
値
観
を
押
し
付
け
な
い
方
な
ど
が
と
て
も

評
判
が
良
い
の
で
す
。
ま
た
受
講
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト

で
「
再
度
同
じ
講
師
で
第
二
弾
を
実
施
し
て
ほ
し
い
」

「
時
間
が
足
り
な
か
っ
た
」
を
複
数
の
受
講
者
が
記

入
し
た
場
合
は
、
講
師
が
良
か
っ
た
と
判
断
し
て
い

ま
す
。
逆
に
評
判
が
あ
ま
り
良
く
な
か
っ
た
講
師
と

し
て
は
、
予
定
時
間
を
延
長
し
て
し
ゃ
べ
る
方
、
高

圧
的
で
自
分
の
価
値
観
を
押
し
付
け
る
方
、
暗
く
て

説
明
下
手
な
方
、
受
講
者
と
価
値
観
が
違
い
す
ぎ
る

方
な
ど
で
す
。

「
エ
セ
ナ
お
お
た
」
で
は
講
師
と
と
も
に
講
座
を
盛

り
上
げ
て
い
く
と
い
う
考
え
方
か
ら
、
講
師
と
は
対

等
な
立
場
で
接
し
て
い
ま
す
。
謝
礼
を
払
っ
て
い
る

の
は
主
催
者
側
な
の
で
、
講
師
に
対
し
て
過
度
に
へ

り
下
る
こ
と
は
せ
ず
に
要
望
や
改
善
点
を
し
っ
か
り

伝
え
ま
す
。
最
も
効
果
的
な
方
法
は
、
受
講
者
の
ア

ン
ケ
ー
ト
を
そ
の
ま
ま
コ
ピ
ー
し
て
す
べ
て
渡
す
こ

と
で
す
。
受
講
者
は
と
て
も
正
直
な
の
で
忌
憚
な
い

意
見
を
記
入
し
て
く
れ
ま
す
。
心
あ
る
講
師
で
あ
れ

ば
、
受
講
者
の
生
の
声
を
読
ん
で
次
の
回
に
改
善
し

て
き
て
く
れ
ま
す
か
ら
。
主
催
者
側
が
直
接
改
善
点

を
伝
え
る
よ
り
も
よ
っ
ぽ
ど
効
果
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
評
判
が
良
く
な
か
っ
た
理
由
に
は
、
私

た
ち
主
催
者
側
が
企
画
の
意
図
や
目
的
を
し
っ
か
り

講
師
に
伝
え
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
原
因
が
あ
る
こ

と
が
多
い
の
で
す
。
講
師
に
「
お
ま
か
せ
」
で
は
な
く
、

話
す
内
容
や
時
間
配
分
、
講
座
終
了
時
間
な
ど
を
事

前
に
し
っ
か
り
打
ち
合
わ
せ
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

私
自
身
が
講
師
と
し
て
自
治
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
に

呼
ば
れ
る
場
合
に
心
が
け
て
い
る
こ
と
は
、
時
間
ど

お
り
に
始
め
て
時
間
ど
お
り
に
終
わ
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
ま
た
受
講
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
コ
ピ
ー
で

も
ら
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
ア
ン
ケ
ー
ト

記
入
時
に
受
講
者
に
こ
の
よ
う
に
話
し
ま
す
。「
参

加
者
は
講
師
を
育
て
る
義
務
が
あ
る
と
私
は
思
っ
て

い
ま
す
。
批
判
も
含
め
て
忌
憚
な
い
意
見
を
正
直
に

書
い
て
く
だ
さ
い
」
と
。
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低年齢少年による世間の耳目を集める重大
事件の発生を背景に、本年5月、少年法が改
正され、去る11月1日から施行されました。
法案の審議の過程では、衆議院において、
与党議員の提出による修正がなされていま
す。少年犯罪対策は保護主義が原則ですが、
一定の場合には規制強化もやむを得ないと
するのか、それとも保護主義を貫くべきか
は、難しい問題です。

施策紹介

改正少年法

し
、
刑
事
処
分
が
相
当
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
事

件
が
検
察
官
に
送
致
さ
れ
（
い
わ
ゆ
る
「
逆
送
」）、

刑
事
裁
判
に
付
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の

場
合
は
刑
罰
が
科
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

少
年
法
は
、
少
年
の
健
全
な
育
成
を
期
し
、
非
行

の
あ
る
少
年
に
対
し
て
性
格
の
矯
正
お
よ
び
環
境
の

調
整
に
関
す
る
保
護
処
分
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
非
行
の
あ
る
少
年
は
、
①
犯
罪
を
犯
し

た
一
四
歳
以
上
の
少
年
（
犯
罪
少
年
）、
②
刑
罰
法

令
に
触
れ
る
行
為
を
し
た
一
四
歳
未
満
の
少
年
（
触

法
少
年
）、
③
家
出
癖
・
不
良
交
友
な
ど
の
事
由
が

あ
り
将
来
罪
を
犯
す
お
そ
れ
の
あ
る
少
年
（
ぐ
犯
少

年
）
の
三
つ
に
区
分
さ
れ
ま
す
。
犯
罪
少
年
の
事
件

に
つ
い
て
は
、
成
人
の
犯
罪
と
同
様
、
警
察
や
検
察

庁
に
よ
り
捜
査
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
触
法
少
年
、
ぐ

犯
少
年
の
事
件
に
つ
い
て
は
、
犯
罪
と
は
な
ら
な
い

た
め
、
捜
査
で
は
な
く
、
警
察
等
に
よ
る
調
査
が
行

わ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
非
行
少
年
の
う
ち
、
一
四
歳

以
上
の
者
は
家
庭
裁
判
所
の
審
判
に
付
さ
れ
ま
す
。

一
四
歳
に
満
た
な
い
者
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
児
童
相

談
所
に
通
告
さ
れ
、
児
童
相
談
所
か
ら
送
致
を
受
け

た
場
合
に
限
っ
て
家
庭
裁
判
所
の
審
判
に
付
さ
れ
ま

す
。
家
庭
裁
判
所
で
は
、
審
判
の
結
果
、
少
年
の
立

ち
直
り
の
た
め
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
保
護
処
分
が
選

択
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
少
年
犯
罪
に
つ
い
て
成
人
に
よ
る

犯
罪
と
異
な
る
制
度
を
定
め
て
い
る
理
由
と
し
て

は
、
①
少
年
は
心
身
が
未
成
熟
か
つ
社
会
経
験
が
不

足
し
て
お
り
、
そ
れ
自
体
保
護
す
べ
き
存
在
で
あ
る

こ
と
、
②
少
年
犯
罪
は
で
き
る
だ
け
早
い
段
階
か
ら

犯
罪
の
芽
を
摘
ん
で
お
か
な
い
と
常
習
犯
と
な
り
や

す
い
傾
向
が
あ
り
、
犯
罪
の
前
段
階
で
あ
る
ぐ
犯
を

処
遇
の
契
機
と
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、
③
少
年
犯

罪
対
策
で
重
要
な
の
は
要
保
護
性
（
保
護
が
必
要
か

ど
う
か
）
の
判
断
で
あ
り
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
判

断
の
主
体
お
よ
び
手
続
が
必
要
な
こ
と
、
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。

少
年
法
改
正
の
ポ
イ
ン
ト

少
年
法
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
四
点
で
す
。

（
１
）
一
四
歳
未
満
の
少
年
の
少
年
院
送
致

少
年
院
は
、
家
庭
裁
判
所
か
ら
保
護
処
分
と
し
て

送
致
さ
れ
た
少
年
に
対
し
、
社
会
不
適
応
の
原
因
を

除
去
し
、

健
全
な
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
矯
正
教
育
を
行
う
法
務
省
所
管
の
施
設
で
す
。
刑

務
所
の
よ
う
に
刑
事
責
任
を
取
ら
せ
る
た
め
で
は
な

く
、
少
年
の
立
ち
直
り
・
育
て
直
し
を
行
う
た
め
の

も
の
で
す
。

法
改
正
前
に
お
い
て
は
、
少
年
院
に
送
る
こ
と
が

で
き
る
の
は
一
四
歳
以
上
の
少
年
に
限
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
一
四
歳
未
満
の
少
年
で
あ
っ
て
も
、

凶
悪
・
重
大
な
事
件
を
起
こ
し
た
り
、
悪
質
な
非
行

を
繰
り
返
す
な
ど
内
面
に
深
刻
な
問
題
を
抱
え
る
少

年
も
お
り
、
少
年
院
で
非
行
性
を
除
い
て
い
く
教
育

を
す
る
こ
と
が
本
人
の
立
ち
直
り
の
た
め
に
適
当
な

少
年
犯
罪
と
少
年
法

刑
法
で
は
、
刑
罰
を
科
す
こ
と
が
で
き
る
の
は
一

四
歳
以
上
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
（
四
一
条
）、
少
年

法
は
、
満
二
〇
歳
未
満
の
者
を
「
少
年
」
と
定
義
し
、

少
年
が
罪
を
犯
し
た
場
合
は
刑
事
裁
判
で
は
な
く
家

庭
裁
判
所
の
審
判
に
付
さ
れ
、
原
則
と
し
て
刑
罰
を

科
さ
ず
、
保
護
処
分
（
①
保
護
観
察
所
の
保
護
処
分
、

②
児
童
自
立
支
援
施
設
ま
た
は
児
童
養
護
施
設
へ
の

送
致
、
③
少
年
院
へ
の
送
致
の
い
ず
れ
か
）
を
行
う

こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
一
四
歳
以
上
の

少
年
が
死
刑
、
懲
役
ま
た
は
禁
錮
に
当
た
る
罪
を
犯
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場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
開
放
施
設
で
あ
る
児
童

自
立
支
援
施
設
で
は
対
応
が
困
難
な
少
年
も
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
年
齢
に
よ
っ
て
一
律
に
区
別
す
る
の

で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
少
年
が
抱
え
る
問
題
に
応

じ
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
処
遇
を
選
択
で
き
る
仕
組
み

と
す
る
た
め
、
一
四
歳
未
満
の
少
年
で
あ
っ
て
も
、

家
庭
裁
判
所
が
特
に
必
要
と
認
め
る
場
合
に
限
り
、

例
外
的
に
少
年
院
に
送
致
で
き
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
例
え
ば
五
歳
や
八
歳
の
よ
う
な
非
常

に
低
年
齢
の
少
年
で
あ
っ
て
も
少
年
院
に
送
致
す
る

の
は
適
当
で
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
の
考
え
か
ら
、

衆
議
院
に
お
い
て
修
正
さ
れ
、「
お
お
む
ね
一
二
歳

以
上
」
と
の
下
限
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
び
の
法
改
正
を
受
け
て
、
法
務
省
で
は
、

一
部
の
少
年
院
に
お
い
て
、
低
年
齢
の
少
年
を
受
け

入
れ
る
た
め
の
新
コ
ー
ス
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
、

男
女
の
教
官
ら
が
チ
ー
ム
を
作
り
、
父
親
と
母
親
役

を
し
な
が
ら
子
ど
も
に
接
す
る
と
い
う
「
擬
似
家
族
」

の
手
法
を
導
入
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

（
２
）
警
察
官
に
よ
る
触
法
少
年
な
ど
の
事
件
の
調

査
手
続
の
整
備

触
法
少
年
の
立
ち
直
り
の
た
め
の
適
切
な
処
遇
を

行
う
た
め
に
は
、
そ
の
非
行
事
実
を
明
ら
か
に
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
警
察
は
、
現
在
で
も
、
任
意
に

調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
法
律
上
の
根
拠
が
明
確

で
な
く
支
障
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
警
察
官

は
、
触
法
少
年
の
疑
い
が
あ
る
場
合
は
、
調
査
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
規
定
を
設
け
、
こ
の
こ
と
を

明
確
に
し
ま
し
た
。

ぐ
犯
少
年
の
事
件
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
も
調
査
の

対
象
と
す
る
と
、
調
査
対
象
が
広
が
り
過
ぎ
て
適
切

で
は
な
い
な
ど
の
意
見
が
あ
り
、
政
府
の
改
正
案
に

盛
り
込
ま
れ
て
い
た
警
察
の
調
査
権
限
の
規
定
は
、

衆
議
院
に
お
い
て
削
除
さ
れ
ま
し
た
。

（
３
）
保
護
観
察
に
付
さ
れ
た
少
年
が
遵
守
す
べ
き

事
項
を
守
ら
な
か
っ
た
場
合
の
措
置

保
護
観
察
で
は
、
少
年
の
更
生
の
た
め
に
、
保
護

観
察
官
や
保
護
司
が
少
年
に
対
し
て
遵
守
事
項
（
約

束
事
項
）
を
守
る
よ
う
に
指
導
し
て
お
り
、
保
護
観

察
官
や
保
護
司
と
少
年
と
の
接
触
が
不
可
欠
と
な
り

ま
す
。
し
か
し
、
少
年
が
再
三
に
わ
た
る
働
き
か
け

に
反
し
て
、
遵
守
事
項
の
違
反
を
繰
り
返
し
た
り
、

そ
も
そ
も
保
護
監
察
官
や
保
護
司
と
全
く
会
お
う
と

も
し
な
い
な
ど
、
保
護
観
察
が
機
能
し
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
保
護
観
察
を
続
け
て
も
本

人
の
改
善
・
更
生
が
見
込
め
な
い
場
合
は
、
家
庭
裁

判
所
が
審
判
を
行
い
、
少
年
院
な
ど
に
送
致
す
る
こ

と
が
あ
る
こ
と
を
定
め
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
制
度
は
、
保
護
観
察
処
分
と
な
っ
た

同
じ
事
実
に
基
づ
く
二
重
の
処
分
を
で
き
る
こ
と
と

す
る
も
の
で
は
な
く
、
遵
守
事
項
を
守
ら
な
か
っ
た

と
い
う
新
た
な
事
情
を
理
由
と
し
て
新
た
な
保
護
処

分
を
行
う
も
の
で
あ
り
、
少
年
を
二
重
に
処
分
す
る

も
の
で
は
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
４
）
一
定
の
重
大
事
件
に
つ
い
て
の
国
選
付
添
人

制
度
の
新
設

法
改
正
前
に
お
い
て
は
、
家
庭
裁
判
所
に
お
け
る

少
年
審
判
で
、
少
年
お
よ
び
保
護
者
が
付
添
人
を
選

任
す
る
こ
と
は
で
き
ま
し
た
が
、
検
察
官
が
立
ち
会

う
場
合
を
除
き
、
国
選
付
添
人
を
付
け
る
制
度
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
た
び
の
法
改
正
に
よ
り
、

殺
人
な
ど
一
定
の
重
大
事
件
に
つ
い
て
少
年
の
身
柄

を
少
年
鑑
別
所
に
収
容
す
る
観
護
措
置
が
と
ら
れ
て

い
る
場
合
に
は
、
家
庭
裁
判
所
が
、
公
費
で
弁
護
士

で
あ
る
付
添
人
を
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
少
年
が
釈
放
さ
れ
た
後
も
依

然
付
添
人
の
活
動
は
重
要
で
あ
る
と
い
う
考
え
か

ら
、
衆
議
院
で
の
修
正
に
よ
り
、
釈
放
後
も
付
添
人

の
選
任
の
効
力
は
失
わ
れ
な
い
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
の
課
題

少
年
院
に
収
容
さ
れ
て
い
る
少
年
の
う
ち
約
五
割

が
虐
待
経
験
を
有
し
て
い
た
と
い
う
調
査
結
果
な
ど

か
ら
、
児
童
虐
待
問
題
と
少
年
非
行
問
題
と
は
切
り

離
せ
な
い
関
係
に
あ
る
と
の
指
摘
が
あ
り
ま
す
。
少

年
非
行
問
題
に
つ
い
て
は
、
警
察
に
ゆ
だ
ね
る
よ
り

も
、
む
し
ろ
児
童
相
談
所
の
関
与
を
強
め
総
合
的
な

対
策
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
少
年
の
保
護
・
更
生

を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
の
声
も
あ
り
ま
す
。
こ

の
ほ
か
、
保
護
観
察
制
度
を
支
え
る
保
護
監
察
官
、

保
護
司
の
不
足
な
ど
、
少
年
犯
罪
対
策
に
は
、
多
く

の
課
題
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
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財
団
法
人
明
る
い
選
挙
推
進
協
会
と

都
道
府
県
選
挙
管
理
委
員
会
連
合
会

は
、
全
国
の
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等

学
校
の
児
童
、
生
徒
を
対
象
に
、
平
成

一
九
年
度
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
昨
年
度
ま
で

都
道
府
県
選
挙
管
理
委
員
会
連
合
会
を

中
心
に
、
全
国
の
都
道
府
県
選
挙
管
理

委
員
会
お
よ
び
市
区
町
村
選
挙
管
理
委

員
会
が
共
催
者
と
な
り
、
文
部
科
学
省
、

総
務
省
、
全
国
の
教
育
委
員
会
お
よ
び

当
協
会
の
後
援
の
も
と
実
施
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
今
回
が
第
五
九
回
目
と
な
る

歴
史
あ
る
事
業
で
す
が
、
今
年
度
か
ら
、

当
協
会
も
主
催
者
と
し
て
取
り
組
む
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
の
目
的
は
、
明
る

い
選
挙
を
実
現
す
る
た
め
の
ポ
ス
タ
ー

を
か
く
こ
と
で
、
将
来
の
有
権
者
で
あ

る
児
童
生
徒
に
選
挙
、
政
治
へ
の
関
心

を
持
っ
て
も
ら
う
き
っ
か
け
を
作
る
こ

と
で
す
。
児
童
生
徒
は
作
品
を
制
作
す

る
に
当
た
っ
て
、
ま
ず
「
明
る
い
選
挙
」

っ
て
な
ん
だ
ろ
う
と
考
え
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
学
校
で
先
生
と
、
家
庭
で

親
と
「
明
る
い
選
挙
」
に
つ
い
て
話
し

合
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
全
国
各
地
で
応

募
作
品
の
展
示
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
の

で
、
一
般
の
有
権
者
や
プ
レ
有
権
者
に

対
す
る
「
明
る
い
選
挙
」
の
啓
発
手
法

と
し
て
も
大
変
効
果
的
だ
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

今
年
度
の
応
募
学
校
数
は
八
九
五
五

校
で
、
昨
年
度
よ
り
四
七
四
校
増
え
、

応
募
者
数
は
一
三
万
四
二
〇
五
人
で
、

昨
年
度
よ
り
八
〇
三
八
人
増
え
ま
し

た
。
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
は
、
明
る
い
選

挙
推
進
協
議
会
の
委
員
も
、
作
品
募
集

の
依
頼
の
た
め
に
学
校
を
訪
問
し
た

り
、
審
査
員
に
加
わ
る
な
ど
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
し
た
。

審
査
は
、
市
区
町
村
で
第
一
次
審
査

が
、
都
道
府
県
で
第
二
次
審
査
が
行
わ

れ
、
一
〇
月
二
二
日
、
第
三
次
審
査
が

東
京
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
都
道

府
県
か
ら
出
品
い
た
だ
い
た
六
三
八
作

品
の
中
か
ら
、
文
部
科
学
大
臣
・
総
務

大
臣
賞
（
連
名
）
一
八
作
品
、
財
団
法

人
明
る
い
選
挙
推
進
協
会
会
長
・
都
道

府
県
選
挙
管
理
委
員
会
連
合
会
会
長
賞

（
連
名
）
三
九
作
品
を
決
定
し
ま
し
た
。

大
臣
賞
、
会
長
賞
に
は
表
彰
状
と
副
賞

を
贈
り
、
第
三
次
審
査
出
品
者
全
員
に

記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
。
協
会
で
は
、

次
回
以
降
の
作
品
募
集
に
資
す
る
た

め
、
大
臣
賞
、
会
長
賞
を
一
冊
に
ま
と

め
た
作
品
集
を
制
作
す
る
予
定
で
す
。

な
お
、
大
臣
賞
作
品
、
会
長
賞
作
品

は
、
明
る
い
選
挙
推
進
協
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（w

w
w
.akaruisenkyo.or.jp

）

で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

東京都庁45階にある展望室で行われた東京都のポスター展
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平成19年度（第59回）明るい選挙啓発ポスター作品応募状況

都道府県 
応募学校数 応募者数 中央審査提出数 

小学校 中学校 高　校 計 

北
海
道
東
北 

関
東
甲
信
越
静 

東
海
北
陸 

近
　
畿 

中
　
国 

四
　
国 

九
　
　
　
州 

北海道 

青森県 

岩手県 

宮城県 

秋田県 

山形県 

福島県 

茨城県 

栃木県 

群馬県 

埼玉県 

千葉県 

東京都 

神奈川県 

山梨県 

長野県 

新潟県 

静岡県 

富山県 

石川県 

福井県 

岐阜県 

愛知県 

三重県 

滋賀県 

京都府 

大阪府 

兵庫県 

奈良県 

和歌山県 

鳥取県 

島根県 

岡山県 

広島県 

山口県 

徳島県 

香川県 

愛媛県 

高知県 

福岡県 

佐賀県 

長崎県 

熊本県 

大分県 

宮崎県 

鹿児島県 

沖縄県 

合　   計 

 

計 

24 

13 

112 

129 

12 

89 

63 

279 

257 

222 

313 

256 

383 

121 

95 

173 

27 

224 

63 

21 

60 

86 

760 

70 

30 

116 

174 

343 

59 

16 

6 

9 

57 

63 

80 

118 

115 

120 

12 

165 

69 

49 

38 

44 

85 

44 

20 

5,684 

 

23 

31 

44 

65 

17 

57 

47 

140 

107 

152 

115 

90 

256 

102 

55 

56 

16 

136 

43 

18 

39 

47 

321 

43 

28 

43 

72 

162 

38 

14 

10 

16 

30 

34 

33 

54 

47 

61 

18 

93 

51 

47 

21 

25 

32 

34 

40 

3,023

1 

8 

7 

1 

1 

1 

7 

1 

4 

8 

8 

7 

16 

4 

4 

5 

0 

17 

4 

5 

0 

3 

19 

2 

1 

6 

9 

18 

3 

9 

1 

2 

5 

5 

5 

4 

3 

5 

0 

15 

4 

4 

3 

6 

3 

2 

2 

248 

 

48 

52 

163 

195 

30 

147 

117 

420 

368 

382 

436 

353 

655 

227 

154 

234 

43 

377 

110 

44 

99 

136 

1,100 

115 

59 

165 

255 

523 

100 

39 

17 

27 

92 

102 

118 

176 

165 

186 

30 

273 

124 

100 

62 

75 

120 

80 

62 

8,955 

 

小学校 中学校 高　校 計 

201 

77 

2,057 

440 

204 

904 

164 

1,849 

1,643 

3,320 

5,743 

1,521 

8,431 

1,619 

1,832 

3,259 

155 

1,554 

360 

74 

522 

773 

8,241 

667 

148 

1,735 

3,845 

3,686 

777 

127 

19 

32 

89 

1,301 

180 

1,003 

897 

746 

157 

6,845 

663 

117 

131 

414 

278 

160 

417 

69,377 

 

534 

359 

213 

485 

114 

1,055 

241 

1,711 

797 

5,136 

2,382 

937 

7,759 

965 

1,330 

730 

125 

1,924 

456 

85 

810 

426 

9,530 

837 

561 

491 

2,697 

4,466 

450 

116 

79 

302 

333 

931 

188 

863 

1,108 

609 

227 

5,757 

946 

657 

270 

309 

351 

263 

844 

61,759 

 

1 

30 

69 

4 

1 

2 

21 

7 

17 

85 

56 

10 

314 

6 

29 

26 

0 

280 

71 

123 

0 

50 

362 

5 

2 

90 

393 

212 

24 

85 

1 

4 

13 

69 

11 

4 

90 

56 

0 

170 

31 

44 

3 

83 

54 

12 

49 

3,069 

 

736 

466 

2,339 

929 

319 

1,961 

426 

3,567 

2,457 

8,541 

8,181 

2,468 

16,504 

2,590 

3,191 

4,015 

280 

3,758 

887 

282 

1,332 

1,249 

18,133 

1,509 

711 

2,316 

6,935 

8,364 

1,251 

328 

99 

338 

435 

2,301 

379 

1,870 

2,095 

1,411 

384 

12,772 

1,640 

818 

404 

806 

683 

435 

1,310 

134,205 

 

小学校 中学校 高　校 合　計 

5 

5 

5 

5 

5 

5 

5 

5 

5 

5 

7 

5 

7 

5 

5 

6 

5 

5 

5 

5 

5 

5 

7 

5 

5 

5 

6 

6 

5 

5 

5 

5 

5 

5 

5 

5 

5 

5 

3 

7 

5 

5 

5 

5 

5 

5 

5 

244 

 

5 

5 

5 

5 

5 

5 

5 

5 

5 

7 

5 

5 

7 

5 

5 

5 

5 

5 

5 

5 

5 

5 

7 

5 

5 

5 

5 

6 

5 

5 

5 

5 

5 

5 

5 

5 

5 

5 

5 

7 

5 

5 

5 

5 

5 

5 

5 

244 

 

1 

5 

5 

2 

0 

2 

4 

1 

1 

2 

5 

3 

5 

2 

2 

3 

0 

5 

5 

5 

0 

4 

5 

0 

2 

2 

5 

5 

1 

5 

1 

4 

5 

5 

3 

2 

5 

5 

0 

5 

5 

5 

1 

5 

5 

4 

3 

150 

 

11 

15 

15 

12 

10 

12 

14 

11 

11 

14 

17 

13 

19 

12 

12 

14 

10 

15 

15 

15 

10 

14 

19 

10 

12 

12 

16 

17 

11 

15 

11 

14 

15 

15 

13 

12 

15 

15 

8 

19 

15 

15 

11 

15 

15 

14 

13 

638 
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文部科学大臣・総務大臣賞受賞作品

岐阜県岐阜市立長良東小学校
3年　南谷 兼誠

山梨県甲州市立松里小学校
1年　櫛原 花苗

山口県周防大島町立安下庄小学校
2年　山田 星子

栃木県下都賀郡大平町立大平東小学校
6年　大和田 綾子

愛媛県大洲市立喜多小学校
5年　井上 侑香

徳島県徳島市富田小学校
4年　冨永 尚志

愛知県一宮市立木曽川中学校
2年　小林 志織

愛知県知立市立知立中学校
1年　鈴木 真衣

群馬県安中市立第一中学校
1年　佐藤 真理宏
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兵庫県たつの市立揖保川中学校
2年　石堂 由樹

徳島県板野郡上板町立上板中学校
3年　麻植 久 子

栃木県足利市立富田中学校
3年　堀江 真菜

島根県出雲北陵高等学校
2年　園山 あずさ

香川県立高松工芸高等学校
3年　大野 遥

長崎県長崎市立長崎商業高等学校
3年　川勝 由貴

宮崎県立高鍋高等学校
1年　黒木 梨沙

東京都立大泉高等学校
1年　西村 ひかり

福岡県九州産業大学付属九州高等学校
2年　諸岡 亜弥
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編集・発行　●財団法人 明るい選挙推進協会

〒105-0001 東京都港区虎ノ門2丁目1番1号商船三井ビル4F � 03（3560）6266・6267 FAX 03（3560）6268
〈ホームページ〉http://www.akaruisenkyo.or.jp/ 〈メールアドレス〉akaruisenkyo@mua.biglobe.ne.jp

編 集 協 力　●株式会社 公職研

●特集のテーマは、参院選で実施され、多くの方が体験した

「ボートマッチ」です。投票政党を判断するための情報を、

わかりやすく手軽に有権者に提供するサービスで、ヨーロッ

パで実績があります。日本では今回の参院選で初めて本格的

に、しかも3グループにより実施されました。その全体像を、

埼玉大学教授でさいたま市明るい選挙推進協議会会長の松本

正生氏にご執筆いただき、3グループの試みをそれぞれの代

編　　集　　後　　記

協会からのお知らせ ■■■■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

表の方に紹介いただきました。

●めいすい列島フラッシュは、誌面の関係で今号は休ませてい

ただきました。皆様からの情報提供をお待ちしています。

●前号「名言の舞台」下段13行目の「一九七〇年」は「一七

七〇年」の誤りでした。お詫びし訂正いたします。

第2回ケータイ･ジャーナリスト･コンテスト開催

協会では、今年度も「ヤフー・みんなの政治」とタイアップして、第2回ケータイ･ジャーナリスト･コンテス

トを行うことにしました。普段の生活の中で身の回りの出来事や社会に対して思ったこと、気づいたことを携帯

電話で撮った写真にメッセージを添えて応募するコンテストです。身近な風景の中に潜む環境、福祉、少子化な

どのさまざまな「社会問題」を発見し、それらが社会や政治、自分たちの未来とつながっていることを再確認し

てもらおうという試みです。

昨年開催した第1回コンテストには3,656作品の応募をいただき、また一般の皆様によるインターネット投票に

は多くの方に参加していただきました。

参加資格は16歳以上の方で、募集期間は11月19日から来年2月3日までです。詳細、作品応募は公式ホームペー

ジ（http://seiji.yahoo.co.jp/kjc/）へ。

藍綬褒章

明るい選挙推進運動、選挙関係事務に長年尽力されてこられた方々27人が、11月2日に秋の藍綬褒章を授与され

ました。11月16日に皇居で天皇陛下に拝謁し、神奈川県茅ヶ崎市明るい選挙推進協議会常任委員の吉田登女子さ

んが、御礼言上を述べました。

氏　　名 

小神 ヨシ子 

松谷 侃治 

横坂 俊一 

鞠子 ハマ子 

佐藤 一夫 

白田 清郎 

白井 晴子 

梶 キミ 

吉田 登女子 

戸澤 清行 

置塩 葉子 

桑原 太枝子 

櫻井 宏 

須藤 眞志 

清水 栄次郎 

杉山 力子　 

森川 武 

鳥井 庄一 

赤谷 善久 

黒田 達城 

島村 光乃 

澤村 初子 

白木 静枝 

園田 利次 

松尾 弘泰 

北� 和生 

新原 吉治 

 

主　要　経　歴 氏　　名 主　要　経　歴 

現　札幌市西区明るい選挙推進協会会長 

現　青森県佐井村選挙管理委員会委員長 

現　岩手県宮古市選挙管理委員会委員長職務代理者 

現　宮城県多賀城市明るい選挙推進協議会推進員 

現　秋田県明るい選挙推進協議会会長 

元　茨城県笠間市選挙管理委員会委員長 

現　埼玉県三郷市明るい選挙推進協議会会長 

元　東京都三鷹市明るい選挙推進協議会会長 

現　神奈川県茅ヶ崎市明るい選挙推進協議会常任委員 

現　岐阜県岐阜市選挙管理委員会委員長 

現　静岡県明るい選挙推進協議会会長 

現　明るい選挙推進愛知県協議会委員 

現　滋賀県大津市明るい選挙推進協議会会長 

現　京都府明るい選挙推進協議会副会長 

現　大阪市中央区明るい選挙推進協議会委員 

現　神戸市垂水区明るい選挙推進協議会会長 

元　奈良県大淀町選挙管理委員会委員長 

現　鳥取県岩美町選挙管理委員会委員長 

元　広島県浦刈町選挙管理委員会委員長 

元　山口県本郷村選挙管理委員会委員長 

現　香川県丸亀市明るい選挙推進協議会会員 

元　高知県中土佐町明るい選挙推進協議会委員 

現　福岡市早良区明るい選挙推進協議会会長 

元　佐賀県三瀬村選挙管理委員会委員長 

元　長崎県諫早市選挙管理委員会委員長 

現　熊本県多良木町選挙管理委員会委員長 

元　鹿児島県錦江町選挙管理委員会委員長 
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